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ＢＣ級戦犯裁判と性暴力（1）　──『戦争犯罪裁判概見表』を手がかりに

ここで紹介する資料は、ＢＣ級戦犯裁判にお
いて、性暴力関係事件（「強かん」「強制的売春
のための婦女子の誘拐」）によって起訴された裁
判を各国別に一覧したものである。紙幅の都合
により、本稿では、アメリカ・イギリス・オー
ストラリア・オランダ・フランスのみを扱い、
中華民国・フィリピンに関しては別稿を準備す
る予定である。

極東国際軍事裁判（東京裁判）とＢＣ級裁判
というかたちで実施された戦犯裁判における性
暴力関係事件に対しては、前者における取り組
みを中心に研究が進められている（林博史「コ
ラム　東京裁判・ＢＣ級戦犯裁判と日本政府の
責任」、「戦争と女性への暴力」リサーチ・アク
ションセンター編『「慰安婦」バッシングを越
えて』大月書店、2013年。並びに、吉見義明監
修、内海愛子・宇田川幸大・高橋茂人・土野瑞
穂編『東京裁判－性暴力関係資料』現代史料出
版、2011年など）。それに対し、後者における取
り組みは、一部を除き未解明の部分が多い（内
海愛子「加害と被害」、歴史学研究会編『講座世
界史８　戦争と民衆』東京大学出版会、1996年。
並びに、林博史「マニラ戦とベイビューホテル
事件」、関東学院大学経済学部総合学術論叢『自
然・人間・社会』第52号、2012年1月など）。国
立公文書館に所蔵されている個々のBC級戦犯裁
判資料は、「国別・事件別に整理」されており、

「独立行政法人国立公文書館利用等規則」に基づ
く審査を要することが、原因の1つと考えられ
る。

こうした状況をふまえ、各国別に作成された
『戦争犯罪裁判概見表』（国立公文書館所蔵）を
手がかりにまとめたものが本資料である。『戦争
犯罪裁判概見表』は、「今次大戦において戦争

犯罪を犯したものとして日本人に対してなされ
た裁判」「に関する資料を調査、収集、整理し、
その重要なるものを編纂、印刷し、これを後世
に残すこと」を目的とする「戦争裁判関係資料
収集計画大綱」（1956年9月）に基づき、法務省
司法法制調査部が作成したものである。同計画
により、重要資料として「編纂」された『戦争
犯罪裁判概見表』は、「起訴事実、所属、階級氏
名、判決年月日、弁護人等を事件別、事件番号
順に表示したもので、事件の外貌を知ることを
目的として作成」されたものである。従って、

『戦争犯罪裁判概見表』を手がかりに作成した本
資料には、判決に関する言及はなく、起訴内容
に関しても「事件の外貌を知ること」のみに留
まる（豊田隈雄『戦争裁判余録』泰生社、1986
年）。こうした点をふまえつつ、以下では、注目
すべき裁判について触れつつ、本資料について
紹介したい。

アメリカ・イギリス・オーストラリア・フラ
ンスが実施したＢＣ級戦犯裁判における性暴力
関係事件は、ほとんどが「強かん」事件となっ
ている（「強かん」以外のものとしては、アメ
リカのグアム裁判・事件番号1とイギリスのビル
マ裁判・事件番号1が挙げられる。なお、両事件
に関しては、林博史『戦犯裁判の研究』勉誠出
版、2010年を参照のこと）。これらの「強かん」
事件によって裁かれた者は、主に実行犯である
が、「部下にフィリピン人婦人」「の強姦を許し
た」事件（アメリカのマニラ裁判・事件番号
77）や「市民に対する殺傷、及び強姦に関与し
た」事件（イギリスの香港裁判・事件番号42）
に示されるように、上官としての責任を問われ
た者も含まれている。これらの「強かん」事件
が、拉致・監禁や「強制的売春」を伴ったもの

〈資料〉
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であるかどうかは不明ではあるが、一定期間に
わたらないかたちでの「強かん」事件が多いも
のと思われる。また、アメリカのマニラ裁判・
第81号は、起訴内容が「強かん」のみとなって
おり、性暴力関係事件に対する同国の取り組み
を考える上で、興味深い裁判となっている。

一方、オランダが実施したＢＣ級戦犯裁判に
おける性暴力関係事件は、「強かん」事件だけで
はなく、従来から知られているスマラン事件な
ど慰安婦問題を取り扱った裁判が相当数含まれ
ている。「強かん」事件によって裁かれた者は、
実行犯だけではなく、上官としての責任を問わ
れた者も含まれている（バタビア裁判・事件番
号109号）。さらに、この資料から、「欧州婦人に
対し、反復性交を強制し」た事件（バタビア裁
判・事件番号109）や「多数の市民を逮捕し」、

「共同虐待し」、「屡々強姦し」た事件（マカッサ
ル裁判・事件番号9）に示されるように、「強制
的売春」が伴われたものであるかどうかは明確
ではないものの、一定期間にわたる「強かん」
事件の存在を確認できる。

また、慰安婦問題を取り扱った事件では、「強
制的売春のための婦女子の誘拐」の責任を問わ
れた者だけではなく、「将校倶楽部に於て、Ｔ・
Ａ・スヘルネを暴力をもって性交し」た、ある
いは、「スマラン倶楽部に於て、Ｅ・リュクゼン
ブルクに対し、腕力を振って性交し」た者（バ
タビヤ裁判・事件番号69）や、「日本軍慰安所に
於て、インドネシヤ人婦女を強姦し」た者（モ
ロタイ裁判・事件番号21）の責任、すなわち、

「強かん」の責任を問われた者が含まれている。
これは、単に、設置・運営を担った者だけでは
なく、利用した者にまで慰安婦問題の責任が、
及ぶことを示唆している。さらに付け加える
と、慰安婦問題の被害者には、モロタイ裁判・
事件番号21に示されているように、オランダ人
だけではなく、インドネシア人なども含まれて
いることが確認できる（バタビア裁判・事件番
号5も同様である。この裁判に関しては、梶村太
一郎他著『「慰安婦」強制連行』金曜日、2008年
を参照のこと）。

以上のように、本資料は、ＢＣ級戦犯裁判に
おける性暴力関係事件に対する各国の取り組み
を明らかにする手がかりを与えるものである。
今後、この資料を元に、個々のＢＣ級戦犯裁判

資料を検討する必要がある。
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ＢＣ級戦犯裁判と性暴力（1）　──『戦争犯罪裁判概見表』を手がかりに
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戦

闘
員

た
る

比
島

人
及

び
中

国
人

市
民

の
殺

害
を

企
図

し
た

。三
，種

市
幹

雄
は

、昭
和

二
〇

年
二

月
一

〇
日

、又
は

そ
の

頃
、右

T
an

au
na

に
お

い
て

、C
or

az
on

 A
. 

B
U

R
G

O
Sな

る
婦

人
を

強
姦

し
た

。
四

，種
市

幹
雄

、坂
田

勇
蔵

、山
田

太
一

、菅
藤

文
治

、及
び

、彼
等

の
指

揮
監

督
下

の
部

隊
の

隊
員

は
、比

島
ラ

グ
ナ

州
C

al
am

ba
、又

は
、そ

の
附

近
に

お
い

て
、昭

和
二

〇
年

二
月

一
一

日
か

ら
同

月
二

四
日

ま
で

の
間

、故
意

か
つ

不
法

に
一

〇
〇

〇
名

の
非

武
装

の
非

戦
闘

員
た

る
比

島
市

民
を

殺
害

し
た

。五
，右

の
者

等
は

、同
じ

場
所

日
時

に
お

い
て

、V
ic

to
ri

an
a 

D
U

E
N

O
S

 J
os

e 
H

A
B

A
N

A
並

び
に

そ
の

他
三

五
名

の
非

武
装

の
非

戦
闘

員
た

る
比

島
市

民
の

殺
害

を
企

図
し

た
。

中
尉

秋
田

坂
田

勇
蔵

19
46

/0
6/

03
30

15

海
上

挺
身

第
一

六
大

隊
中

尉
新

潟
山

田
太

一
19

46
/0

6/
03

30
15

工
兵

第
二

連
隊

少
尉

山
形

菅
藤

文
治

19
46

/0
6/

03
30

15

マ ニ ラ
42

ビ
サ

ヤ
地

区
憲

兵
隊

セ
ブ

分
隊

 

曹
長

熊
本

吉
田

忠
志

19
46

/0
7/

01
絞

首
絞

首
吉

田
忠

志
、森

勇
、野

崎
敏

雄
、櫛

引
重

信
、渡

邊
新

平
、田

中
壽

、石
坂

巌
、■

■
■

■
、小

出
捨

雄
及

び
そ

の
他

の
姓

名
不

詳
の

も
の

は
、比

島
セ

ブ
M

ac
ta

n島
C

or
do

va
、又

は
、そ

の
附

近
に

お
い

て
、昭

和
一

九
年

八
月

二
〇

日
又

は
そ

の
頃

、故
意

か
つ

不
法

に
非

武
装

の
日

本
の

囚
人

で
あ

る
、比

島
市

民
Ti

si
o 

LO
P

E
Z 

C
am

ilo
 O

N
TA

L、
及

び
、P

ed
ro

 B
A

C
H

O
、火

、及
び

、
銃

剣
を

も
っ

て
殺

害
し

た
。二

，右
同

人
等

は
、同

所
に

お
い

て
昭

和
一

九
年

八
月

一
九

日
、二

〇
日

頃
、故

意
か

つ
不

法
に

比
島

市
民

E
du

ar
da

 E
sp

ra
 A

R
O

, 
Fa

us
ta

 A
da

po
 P

R
A

N
 R

os
ita

 
P

U
T

O
T、

及
び

、そ
の

他
姓

名
不

詳
の

も
の

を
強

姦
し

、拷
問

し
た

。三
，右

同
人

等
は

、同
所

に
お

い
て

同
時

期
、A

bu
nd

io
 A

D
E

LL
A

N
O

S
A

等
九

名
そ

の
他

の
者

を
理

由
な

く
殴

打
、拷

問
、虐

待
し

た
。四

，右
同

人
等

は
、同

じ
く

Fd
ua

rd
a 

E
sp

ra
 A

R
O

, 
P

ed
ro

 A
D

O
R

A
N

, 
Ju

an
a 

D
ak

ay
 

FR
A

N
C

IS
C

O
, 

M
ar

tin
 F

R
A

N
C

IS
C

O
及

び
Fa

us
la

 A
da

po
 P

R
A

N（
い

ず
れ

も
比

島
市

民
）の

私
有

資
産

を
故

意
か

つ
不

法
に

強
略

奪
し

た
。五

，右
同

人
等

は
、セ

ブ
市

、又
は

、そ
の

附
近

に
お

い
て

、昭
和

一
九

年
三

月
一

五
日

頃
、日

本
軍

の
捕

虜
で

非
武

装
の

比
島

市
民

P
an

lil
o 

W
. 

A
LP

U
E

R
TO

を
、故

意
か

つ
不

法
に

殴
打

奴
隷

化
、拷

問
し

た
。

曹
長

愛
知

森
勇

19
46

/0
7/

01
終

身
終

身

軍
曹

佐
賀

野
崎

敏
雄

19
46

/0
7/

01
25

25

曹
長

青
森

櫛
引

重
信

19
46

/0
7/

01
25

25

軍
曹

宮
城

渡
邊

新
平

19
46

/0
7/

01
25

25

伍
長

佐
賀

田
中

壽
19

46
/0

7/
01

絞
首

無
罪

伍
長

福
井

石
坂

巌
19

46
/0

7/
01

絞
首

絞
首

伍
長

広
島

■
■

■
■

19
46

/0
6/

17
起

訴
取

下
げ

上
等

兵
小

出
捨

雄
19

46
/0

7/
01

5
無

罪

一
，山

口
正

一
は

、昭
和

一
八

年
一

月
二

四
日

頃
、O

cc
id

en
ta

l 
N

eg
ro

s州
La

 C
ar

lo
ta

 
H

ac
ie

nd
a 

B
al

ab
ag

、又
は

、そ
の

附
近

に
お

い
て

、彼
の

指
揮

下
の

兵
に

、故
意

か
つ

不
法

に
、G

ie
go

ri
o 

A
B

A
D

等
を

含
む

、多
数

の
非

武
装

の
非

戦
闘

員
た

る
フ

ィリ
ピ

ン
人

及
び

中
国

人
を

殺
害

す
る

こ
と

を
許

し
た

。二
，同

人
は

、右
の

日
時

及
び

場
所

に
お

い
て

、同
じ

く
F

lo
re

nt
in

o 
A

B
A

D
等

五
名

の
殺

害
を

試
み

る
こ

と
を

許
し

た
。三

，同
人

に
右

の
日

時
La

 C
ar

lo
ta

の
C

ar
lo

ta
守

備
隊

、又
は

、そ
の

附
近

に
お

い
て

、同
じ

く
A

de
la

id
a 

JA
LI

O
N

T
F

A
等

四
名

の
強

姦
を

許
し

た
。四

，同
人

は
、昭

和
一

八
年

一
二

月
、バ

コ
ロ

ド
市

バ
コ

ロ
ド

高
等

学
校

に
お

い
て

、同
じ

く
E

m
ili

o 
G

U
E

IL
LY

を
虐

待
拷

問
す

る
こ

と
を

許
し

た
。五

，同
人

は
、昭

和
一

九
年

二
月

二
〇

日
、

又
は

、そ
の

頃
、C

ad
iz

 S
it

io
 G

am
ay

an
に

お
い

て
、多

数
の

フ
ィリ

ピ
ン

人
を

虐
待

拷
問

す
る

こ
と

を
許

し
、A

bs
al

on
 B

E
N

IB
E

S
、及

び
、身

元
不

明
の

フ
ィリ

ピ
ン

婦
人

二
名

の
殺

害
を

許
し

た
。六

，同
人

は
、昭

和
一

九
年

三
月

中
、バ

コ
ロド

市
、又

は
、そ

の
附

近
に

お
い

て
、同

じ
く

F
el

ip
o 

LU
M

A
N

C
A

N
G

等
三

名
の

フ
ィ

リ
ピ

ン
人

の
虐

待
拷

問
を

許
し

た
。［

七
～

一
四

は
、欠

落
。］

一
五

，同
人

は
、右

の
日

時
及

び
場

所
に

お
い

て
同

じ
く

E
va

ng
el

is
ta

 A
LG

A
R

M
E

等
二

四
名

を
虐

待
し

、拷
問

す
る

こ
と

を
許

し
た

。一
六

，同
人

は
、右

日
時

、ベ
コ

ロド
市

又
は

そ
の

附
近

に
お

い
て

、
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マ ニ ラ

72
独

立
歩

兵
第

一
七

二
大

隊
大

佐
千

葉
山

口
正

一
19

47
/0

1/
29

絞
首

絞
首

同
じ

く
E

va
ng

el
is

ta
 A

LG
A

R
M

E
等

を
含

む
多

数
の

フ
ィリ

ピ
ン

人
の

殺
害

を
許

し
た

。一
七

，同
人

は
、昭

和
一

九
年

四
月

中
、西

ネ
グ

ロ
ス

州
H

im
am

ay
lo

nの
町

に
お

い
て

、同
じ

く
身

元
不

明
の

三
人

の
フ

ィリ
ピ

ン
人

の
殺

害
を

許
し

た
。一

八
，同

人
は

、昭
和

一
九

年
四

・
五

月
頃

、西
ネ

グ
ロ

ス
州

N
ab

an
ka

la
n町

、又
は

、そ
の

附
近

に
お

い
て

、同
じ

く
身

元
不

明
の

三
人

の
フ

ィリ
ピ

ン
人

の
殺

害
を

許
し

た
。一

九
，同

人
は

、昭
和

一
九

年
七

月
一

九
日

か
ら

七
月

二
五

日
ま

で
の

同
頃

バ
コ

ロド
市

、又
は

、そ
の

附
近

に
お

い
て

、同
じ

く
P

or
fir

io
 G

A
R

IN
A

, 
Te

of
ilo

 H
IS

O
N

A
, 

Te
su

s 
G

O
N

ZA
G

A
、及

び
、身

元
不

明
の

三
五

名
の

フ
ィリ

ピ
ン

人
の

殺
害

を
許

し
た

。二
〇

，同
人

は
、昭

和
一

九
年

一
一

月
二

五
日

頃
、O

cc
id

en
ta

l 
N

eg
ro

s州
M

ur
oi

a 
S

an
ta

 C
ru

z地
区

に
お

い
て

同
じ

く
Ju

lie
ta

 (
Lo

lit
a)

 G
E

TI
D

A
及

び
姓

名
不

詳
の

婦
人

等
九

名
の

殺
害

、及
び

、F
lo

rd
el

eg
 

G
IA

M
A

L外
二

名
の

殺
害

を
試

み
る

こ
と

を
許

し
た

。二
一

，同
人

は
、昭

和
一

九
年

一
二

月
八

日
又

は
そ

の
頃

、バ
コ

ロド
市

又
は

そ
の

附
近

に
お

い
て

、同
じ

く
F

el
ix

 A
N

A
D

O
R

外
二

名
の

殺
害

、
及

び
、M

ar
co

s 
de

 T
O

M
A

Sの
殺

害
を

試
み

る
こ

と
を

許
し

た
。二

二
，同

人
は

、昭
和

二
〇

年
三

月
八

日
頃

、O
cc

id
en

ta
l 

N
eg

ro
s州

S
ila

yの
C

ub
ay

守
備

隊
地

区
、又

は
、そ

の
附

近
に

お
い

て
、同

じ
く

M
ar

ia
 C

A
M

E
A

 N
IE

L等
四

名
、及

び
、身

元
不

明
の

三
名

を
殺

害
し

、J
os

e 
V

IL
LA

の
殺

害
を

試
み

る
こ

と
を

許
し

た
。二

三
，同

人
は

、右
の

日
時

及
び

場
所

に
お

い
て

、同
じ

く
Ju

lie
ta

 
G

R
A

N
D

E
Z

Aの
強

姦
を

許
し

た
。二

四
，同

人
は

、昭
和

二
〇

年
三

月
一

五
日

頃
、O

cc
id

en
ta

l 
N

eg
ro

s州
P

on
te

ve
dr

a 
B

ue
na

vi
st

a地
区

、又
は

、そ
の

附
近

に
お

い
て

、同
じ

く
R

am
on

 
B

A
LT

A
ZA

R
外

四
名

の
虐

待
、拷

問
、殺

害
、及

び
、E

sc
ol

as
tic

a 
E

S
M

IN
IA

の
殺

害
を

試
み

る
こ

と
を

許
し

た
。

マ ニ ラ
77

独
立

歩
兵

第
一

七
四

大
隊

曹
長

熊
本

浜
崎

直
記

19
47

/0
2/

24
絞

首
絞

首

一
，浜

崎
直

記
は

、昭
和

一
九

年
一

〇
月

一
〇

日
、又

は
、そ

の
頃

、O
rie

nt
al

 N
eg

ro
s州

S
iq

ui
jo

r
島

La
ve

na
又

は
、そ

の
附

近
に

お
い

て
、故

意
か

つ
不

法
に

非
武

装
の

非
戦

闘
員

た
る

フ
ィリ

ピ
ン

人
C

an
di

o 
A

M
B

A
LO

N
G

及
び

P
ed

ro
 P

O
N

C
Eの

両
名

の
殺

害
を

命
令

し
、か

つ
こ

れ
に

参
加

し
た

。二
，同

人
は

、昭
和

一
九

年
一

〇
月

四
日

、又
は

、そ
の

頃
、前

記
S

iq
ui

jo
r島

E
. 

V
ill

an
ue

va
の

M
an

an
ac

地
区

、又
は

、そ
の

附
近

に
お

い
て

、不
法

に
、彼

の
部

下
に

同
じ

く
フ

ィ
リ

ピ
ン

人
S

at
ur

ni
no

 B
IH

A
G

、及
び

、G
av

in
a･

K
IL

A
Tの

両
名

の
殺

害
を

許
し

た
。三

，同
人

は
、昭

和
一

九
年

一
〇

月
二

七
日

、又
は

、そ
の

頃
S

iq
ui

jo
r島

T
ac

lo
ba

n地
区

、又
は

、そ
の

附
近

に
お

い
て

、不
法

に
彼

の
部

下
に

、同
じ

く
フ

ィリ
ピ

ン
人

F
el

ix
 T

O
M

A
P

O
N

の
殺

害
を

許
し

た
。四

，
同

人
は

、昭
和

一
九

年
一

〇
月

二
七

日
、又

は
、そ

の
頃

、S
iq

ui
jo

r島
La

re
na

 D
at

ag
地

区
、又

は
、そ

の
附

近
に

お
い

て
、不

法
に

彼
の

部
下

に
同

じ
くフ

ィリ
ピ

ン
人

E
gm

id
io

 T
A

LI
S

A
Y

A
N

の
殺

害
を

許
し

た
。五

，同
人

は
、昭

和
一

九
年

一
一

月
二

日
、又

は
、そ

の
頃

、S
iq

u
ij

o
r島

La
re

na
の

C
an

la
m

bo
地

区
、又

は
、そ

の
附

近
に

お
い

て
不

法
に

彼
の

部
下

に
フ

ィリ
ピ

ン
婦

人
C

ec
ili

a 
P

A
D

A
Y

H
A

G
, 

P
re

xe
de

s 
V

IC
O

Y
, 

C
on

so
la

ci
on

 L
O

M
O

N
G

O
T,

 J
os

ef
in

a 
M

A
LA

N
O

G
, T

ia
du

ci
a 

S
U

M
IN

G
IT

及
び

N
az

ar
ia

 B
O

N
O

C
A

N
の

強
姦

を
許

し
た

。

マ ニ ラ
78

独
立

歩
兵

第
一

七
三

大
隊

伍
長

大
分

廣
瀬

安
生

19
47

/0
2/

27
絞

首
絞

首
一

，廣
瀬

安
生

、及
び

、高
田

勝
は

、昭
和

一
九

年
五

月
四

日
、又

は
、そ

の
頃

、比
島

セ
ブ

州
To

le
do

の
S

an
gi

、又
は

、そ
の

附
近

に
お

い
て

、故
意

か
つ

不
法

に
非

武
装

の
フ

ィリ
ピ

ン
市

民
T

om
as

 
T

A
B

R
IG

Aを
銃

剣
に

よ
り

刺
殺

し
た

。二
，廣

瀬
安

生
は

、昭
和

一
九

年
一

〇
月

、又
は

、一
一

月
頃

、T
ol

ed
o、

又
は

、そ
の

附
近

に
お

い
て

、同
じ

く
Ju

an
 G

U
TA

N
Gを

刺
殺

し
た

。三
，廣

瀬
安

生
は

、S
an

gi
附

近
の

昭
和

一
九

年
三

月
三

一
日

、又
は

、四
月

頃
S

an
gi

附
近

の
D

aa
n 

Lu
ng

so
d

地
区

に
お

い
て

、非
武

装
の

非
戦

闘
員

た
る

フ
ィリ

ピ
ン

婦
人

C
on

sl
an

ci
a 

P
A

G
D

A
LI

A
Nを

強
姦

し
た

。
兵

長
大

分
高

田
勝

19
47

/0
2/

27
20

20
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マ ニ ラ
80

独
立

歩
兵

第
一

七
四

大
隊

伍
長

熊
本

小
郷

幸
男

19
47

/0
3/

10
絞

首
絞

首
一

，小
郷

幸
男

、多
賀

時
義

、及
び

■
■

■
■

は
、昭

和
二

〇
年

一
〇

月
中

、比
島

ボ
ボ

ー
ル

州
S

ie
rra

 B
ul

lo
ne

s 
C

at
ag

da
an

地
区

、又
は

、そ
の

附
近

に
お

い
て

、B
en

ig
na

 C
an

ne
te

sと
人

に
知

ら
れ

て
い

る
フ

ィリ
ピ

ン
婦

人
を

彼
女

の
意

思
に

反
し

て
暴

力
的

に
兇（

マ
マ

）
暴

を
強

姦
し

た
。二

，
小

郷
幸

男
、奥

村
秋

義
、及

び
、江

藤
博

之
、及

び
、姓

名
不

詳
の

そ
の

他
の

日
本

軍
人

は
、昭

和
二

〇
年

一
〇

月
中

、同
じ

く
C

at
ag

da
an

地
区

、又
は

、そ
の

附
近

に
お

い
て

故
意

か
つ

不
法

に
非

武
装

の
非

戦
闘

員
た

る
比

島
市

民
E

lli
sa

r 
C

A
LI

P
IS

を
刺

殺
す

る
こ

と
を

命
令

し
、こ

れ
に

参
加

し
た

。三
，小

郷
幸

男
、及

び
、姓

名
不

詳
の

そ
の

他
の

日
本

軍
人

は
、昭

和
二

〇
年

六
月

中
、

同
じ

く
S

ie
rr

a 
B

ul
lo

ne
sの

B
ug

so
c地

区
、又

は
、そ

の
附

近
に

お
い

て
、J

ua
n 

G
A

M
B

U
TA

を
射（

マ
マ

）
殺

を
許

容
し

、こ
れ

に
参

加
し

た
。四

，小
郷

幸
男

、及
び

、姓
名

不
詳

の
そ

の
他

の
日

本
軍

人
は

、昭
和

二
〇

年
六

月
中

、ボ
ホ

ー
ル

州
G

ui
nd

nl
m

an
の

B
iy

ab
as

地
区

、又
は

、そ
の

附
近

に
お

い
て

、T
eo

do
ra

 S
H

A
D

IG
A

N
の

殺
害

を
許

容
し

、こ
れ

に
参

加
し

た
。五

，小
郷

幸
男

、及
び

、
姓

名
不

詳
の

そ
の

他
の

日
本

軍
人

は
、昭

和
二

〇
年

八
月

中
、G

ui
nd

ul
m

aa
nの

B
as

de
o地

区
又

は
そ

の
附

近
に

お
い

て
、F

el
ix

 A
C

A
S

O
射

殺
、及

び
、刺

殺
す

る
こ

と
を

許
容

し
、こ

れ
に

参
加

し
た

。六
，小

郷
幸

男
、及

び
、姓

名
不

詳
の

そ
の

他
の

日
本

軍
人

は
、昭

和
二

〇
年

八
月

中
、ボ

ホ
ー

ル
州

M
ab

in
i 

B
at

ua
na

n地
区

S
iti

o 
C

am
ba

gl
o、

又
は

、そ
の

附
近

に
お

い
て

、C
ip

ria
na

 
P

LA
TI

N
Oを

殴
打

、及
び

、刺
突

に
よ

り
、殺

害
す

る
こ

と
を

許
容

し
、こ

れ
に

参
加

し
た

。七
，小

郷
幸

男
、■

■
■

■
、多

賀
時

義
、岸

克
嘉

、平
山

俊
晴

、中
村

昭
二

、■
■

■
■

は
、昭

和
二

〇
年

九
月

中
G

ui
nd

ul
m

an
 B

iy
ab

as
地

区
、又

は
、そ

の
附

近
に

お
い

て
、B

er
na

rd
in

o 
LA

D
A

R
A

N
、及

び
、J

ua
na

 L
A

D
A

R
A

N
の

両
名

を
殺

害
し

た
。八

，小
郷

幸
男

、及
び

、姓
名

不
詳

の
そ

の
他

の
日

本
軍

人
は

、昭
和

二
〇

年
一

二
月

中
C

at
ag

da
an

地
区

、又
は

、そ
の

附
近

に
お

い
て

、B
uh

ay
on

 
U

R
A

Y
、及

び
、V

ic
to

ria
no

 A
C

E
N

Aの
殺

害
を

許
容

し
、こ

れ
に

参
加

し
た

。

民
間

人
大

阪
■

■
■

■
19

47
/0

3/
10

起
訴

取
下

上
等

兵
熊

本
多

賀
時

義
19

47
/0

3/
10

50
50

兵
長

熊
本

奥
村

秋
義

19
47

/0
3/

10
30

30

二
等

兵
京

都
江

藤
博

之
19

47
/0

3/
10

終
身

終
身

上
等

兵
熊

本
■

■
■

■
19

47
/0

3/
11

起
訴

取
下

一
等

兵
埼

玉
岸

克
嘉

19
47

/0
3/

12
起

訴
取

下

上
等

兵
熊

本
平

山
俊

晴
19

47
/0

3/
13

起
訴

取
下

兵
長

熊
本

中
村

昭
二

19
47

/0
3/

14
起

訴
取

下

一
等

兵
埼

玉
■

■
■

■
19

47
/0

3/
15

起
訴

取
下

マ ニ ラ
81

比
島

憲
兵

隊
上

等
兵

、
通

訳
香

川
藤

本
正

美
19

47
/0

3/
16

絞
首

絞
首

一
，藤

本
正

美
は

、昭
和

一
八

年
一

二
月

一
六

日
、又

は
、そ

の
頃

、比
島

レ
イ

テ
州

P
al

oに
お

い
て

、
故

意
か

つ
不

法
に

フ
ィリ

ピ
ン

婦
人

S
al

va
ci

on
 M

O
R

E
TO

を
強

姦
し

た
。二

，同
人

は
、昭

和
一

八
年

一
二

月
二

三
日

、又
は

、そ
の

頃
、レ

イ
テ

州
P

al
oの

S
an

ta
 F

e地
区

に
お

い
て

、故
意

か
つ

不
法

に
、フ

ィリ
ピ

ン
婦

人
Ju

an
ita

 P
aj

ar
es

 O
LA

Y
Aを

強
姦

し
た

。

マ ニ ラ
86

独
立

歩
兵

第
一

七
四

大
隊

兵
長

熊
本

■
■

■
■

19
47

/0
3/

20
起

訴
取

下
一

，■
■

■
■

は
、昭

和
二

〇
年

一
一

月
一

七
日

、又
は

、そ
の

頃
、比

島
ボ

ホ
ー

ル
州

B
dl

ili
ha

n
の

B
oc

to
l地

区
、又

は
、そ

の
附

近
に

お
い

て
、故

意
か

つ
不

法
に

フ
ィリ

ピ
ン

市
民

F
or

tu
na

ta
 

P
O

N
G

A
S

Iを
強

姦
し

た
。二

，同
人

は
、昭

和
二

一
年

一
月

一
二

日
、又

は
、そ

の
頃

、ボ
キ

ー
ル

州
S

i 
K

at
un

a 
B

ad
ia

ng
地

区
、又

は
、そ

の
附

近
に

お
い

て
、故

意
か

つ
不

法
に

フ
ィリ

ピ
ン

市
民

A
na

st
ac

ia
 I

N
E

O
Nを

強
姦

し
た

。三
，内

田
利

廣
は

、昭
和

二
〇

年
一

一
月

一
七

日
、又

は
、そ

の
頃

、ボ
ホ

ー
ル

州
B

al
ili

ha
nの

B
oc

to
l地

区
、又

は
、そ

の
附

近
に

お
い

て
、故

意
か

つ
不

法
に

、フ
ィ

リ
ピ

ン
市

民
M

ar
co

sa
 P

O
N

G
A

S
Iを

強
姦

し
た

。四
，矢

野
光

益
は

、前
記

日
時

、及
び

、場
所

に
お

い
て

、故
意

か
つ

不
法

に
フ

ィリ
ピ

ン
市

民
V

ic
to

rin
a 

S
A

Bを
強

姦
し

た
。五

，■
■

■
■

、岩
奥

惣
次

郎
、舛

田
今

朝
夫

、内
田

利
廣

、矢
野

光
益

、及
び

、神
山

富
次

は
、昭

和
二

一
年

一
月

三
一

日
、又

は
、そ

の
頃

、ボ
ホ

ー
ル

州
S

i 
K

at
un

a町
、B

ad
ia

ng
地

区
、又

は
、そ

の
附

近
に

お
い

て
、故

意
か

つ
不

法
に

、非
武

装
の

非
戦

闘
員

た
る

フ
ィリ

ピ
ン

市
民

V
ic

to
ria

no
 P

O
R

O
Lの

家
を

焼
却

し
破

壊
し

た
。

比
島

憲
兵

隊
憲

・
軍

曹
岡

山
内

田
利

廣
19

47
/0

4/
15

10
10

独
立

歩
兵

第
一

七
四

大
隊

上
等

兵
愛

媛
矢

野
光

益
19

47
/0

4/
15

10
10

軍
曹

熊
本

岩
奥

惣
次

郎
19

47
/0

4/
15

10
10

一
等

兵
埼

玉
神

山
富

司
19

47
/0

4/
15

10
10

上
等

兵
熊

本
舛

田
今

朝
夫

19
47

/0
4/

15
10

10
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ＢＣ級戦犯裁判と性暴力（1）　──『戦争犯罪裁判概見表』を手がかりに

裁 判 地

事 件 番 号
所

属
階

級
身

分
本

籍
氏

名
判

決
日

判
決

確
認

起
訴

理
由

概
要

香 港
42

第
三

八
師

団
歩

兵
団

陸
・

中
将

福
岡

伊
東

武
夫

19
48

/0
2/

06
12

12

一
，伊

東
武

夫
は

、昭
和

一
六

年
一

二
月

一
八

日
か

ら
同

年
同

月
二

八
日

に
至

る
日

本
帝

国
陸

軍
第

三
八

師
団

歩
兵

団
長

た
りし

期
間

中
、香

港
島

に
お

い
て

、そ
の

部
下

に
よ

っ
て

な
さ

れ
た

連
合

軍
俘

虜
多

数
に

対
す

る
殺

害
、並

び
に

、虐
待

に
関

与
し

、二
，同

人
は

、同
じ

く
、病

院
そ

の
他

医
療

機
関

に
収

容
さ

れ
た

傷
病

者
に

対
す

る
殺

害
に

関
与

し
、三

，同
人

は
、同

じ
く

、医
師

、看
護

婦
等

非
戦

闘
員

に
対

す
る

殺
傷

、及
び

、強
姦

に
関

与
し

、四
，同

人
は

、同
じ

く
、市

民
に

対
す

る
殺

傷
、及

び
、強

姦
に

関
与

し
た

。

ビ ル マ
1

第
三

三
師

団
歩

兵
二

一
五

連
隊

第
三

大
隊

陸
・

少
佐

福
島

市
川

清
義

19
46

/0
4/

10
絞

首
絞

首

市（
マ

マ
）

川
正

義
等

下
記

全
員

は
、ビ

ル
マ

テ
ナ

セ
リ

ウ
ム

、モ
ー

ル
メ

ン
地

区
カ

ラ
ゴ

ン
に

お
い

て
、占

領
軍

に
勤

務
中

の
昭

和
二

〇
年

七
月

八
日

頃
、共

同
し

て
前

記
カ

ラ
ゴ

ン
村

の
住

民
で

あ
る

男
女

及
び

子
供

の
不

法
殺

害
に

関
与

し
、ま

た
、同

時
等

は
、昭

和
二

〇
年

七
月

八
日

頃
、共

同
し

て
前

記
カ

ラ
ゴ

ン
村

の
住

民
を

不
法

に
殴

打
拷

問
、傷

害
及

び
そ

の
他

の
虐

待
を

加
え

、市
川

清
義

は
、ビ

ル
マ

、モ
ー

ル
メ

ン
地

区
カ

ラ
ゴ

ン
に

お
い

て
、占

領
軍

に
勤

務
中

の
昭

和
二

〇
年

七
月

八
日

頃
、前

記
カ

ラ
ゴ

ン
村

村
長

の
妻

、及
び

、カ
ラ

ゴ
ン

村
住

民
の

そ
の

他
の

婦
人

九
名

を
不

法
に

誘
拐

し
、又

は
、誘

拐
に

寄
与

し
た

。

陸
・

大
尉

長
野

坂
巻

三
郎

19
46

/0
4/

10
10

10

陸
・

大
尉

長
野

大
久

保
要

三
19

46
/0

4/
10

10
10

陸
・

大
尉

長
野

柳
澤

泉
19

46
/0

4/
10

銃
殺

銃
殺

陸
・

大
尉

栃
木

緑
川

壽
19

46
/0

4/
10

銃
殺

銃
殺

医
・

少
尉

■
■

■
■

19
46

/0
4/

10
無

罪

陸
・

中
尉

群
馬

田
島

一
郎

19
46

/0
4/

10
銃

殺
銃

殺

陸
・

中
尉

長
野

武
井

省
三

19
46

/0
4/

10
10

10

ビ
ル

マ
憲

兵
隊

モ
ー

ル
メ

ン
分

隊

憲
・

大
尉

熊
本

東
登

19
46

/0
4/

10
無

罪

憲
・

准
尉

岩
手

藤
原

良
造

19
46

/0
4/

10
5

5

憲
・

曹
長

山
口

■
■

■
■

19
46

/0
4/

10
6

6

憲
・

軍
曹

熊
本

■
■

■
■

19
46

/0
4/

10
無

罪

憲
・

軍
曹

埼
玉

野
本

金
二

19
46

/0
4/

10
7

7

憲
・

伍
長

■
■

■
■

19
46

/0
4/

10
無

罪

裁 判 地

事 件 番 号
所

属
階

級
身

分
本

籍
氏

名
判

決
日

判
決

確
認

起
訴

理
由

概
要

ラ バ ウ ル
2

第
六

野
戦

憲
兵

隊
憲

・
軍

曹
静

岡
■

■
■

■
19

45
/1

2/
16

絞
首

絞
首

■
■

■
■

は
、昭

和
一

九
年

一
〇

月
三

一
日

頃
、「

マ
ツ

サ
バ

」椰
子

園
に

於
て

、支
那

婦
人「

ペ
テ

ィ
パ

ン
ウ

ー
」（

二
〇

才
）を

樹
木

に
縛

し
、数

百
の

蟻
を

振
り

か
け

、二
時

間
に

亘
り

放
置

し
、翌

日
彼

女
を

自
室

に
引

致
し

て
強

姦
し

、爾
後

昭
和

一
九

年
一

二
月

頃
迄

の
間

、数
回

に
渡

り
強

姦
し

た
。

イ
ギ

リ
ス

法
廷

の
性

暴
力

関
係

事
件

一
覧

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
法

廷
の

性
暴

力
関

係
一

覧
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裁 判 地

事 件 番 号
所

属
階

級
身

分
本

籍
氏

名
判

決
日

求
刑

判
決

起
訴

理
由

概
要

バ タ ビ ア
5

バ
タ

ビ
ヤ

櫻
倶

楽
部

経
営

者
長

崎
■

■
■

■
19

46
/1

1/
20

15
10

■
■

■
■

は
、昭

和
十

八
年

九
月

よ
り

同
二

十
年

九
月

頃
ま

で
の

間
ジ

ャ
ワ

島
バ

タ
ビ

ヤ
に

於
て

日
本

人
の

た
め

に
売

淫
を

目
的

とし
て

設
け

ら
れ

た
桜

倶
楽

部
の

経
営

者
で

あ
る

が
、同

人
は

右
期

間
中

同
倶

楽
部

に
於

て
売

淫
せ

し
め

る
た

め
の

婦
女

子
を

募
集

し
て

同
倶

楽
部

内
に

強
制

的
に

居
住

せ
し

め
且

外
出

の
自

由
を

與
え

ず
売

淫
を

強
制

し
、若

し
解

雇
の

申
出

で
を

な
す

者
あ

る
時

は
憲

兵
の

威
力

を
藉

り
て

阻
止

す
る

等
の

方
法

を
も

っ
て

日
本

人
相

手
の

醜
業

を
強

制
し

て
彼

等
の

自
由

を
束

縛
し

た
。

バ タ ビ ア
25

海
軍

第
三

警
備

隊
バ

リ
島

特
別

警
察

隊
海

・
兵

曹
長

福
岡

■
■

■
■

19
47

/0
8/

04
15

12

■
■

■
■

は
、昭

和
十

八
年

十
一

月
よ

り
同

二
十

年
八

月
に

至
る

間
、バ

リ
島

デ
ン

パ
サ

ル
所

在
の

海
軍

特
別

警
察

隊
員

とし
て

勤
務

中
デ

ン
パ

サ
ル

、チ
ュ

ダ
ラ

ン
等

に
於

て
バ

リ
人「

イ
メ

ル
ク

」支
那

人「
ク

ー・
ホ

ワ
ット

・ク
ワ

ン
」等

多
数

の
市

民
を

逮
捕

し
て

、殴
打

虐
待

し
、亦

支
那

人「
チ

ュ・
ス

イ・
シ

ャ
ン

」等
に

売
淫

を
強

要
し

て
殴

打
ま

た
は

拳
銃

を
擬

し
て

脅
迫

す
る

等
の

組
織

的
暴

虐
を

加
へ

以
て

彼
等

に
深

刻
な

る
身

心
の

苦
痛

を
與

え
た

。

バ タ ビ ア
69

南
方

軍
幹

部
候

補
生

教
習

隊

陸
・

大
佐

広
島

■
■

■
■

19
48

/0
9/

11
死

刑
15

■
■

■
■

、岡
田

慶
治

、河
村

千
代

松
、村

上
類

蔵
、中

島
四

郎
、石

田
英

一
は

ジ
ャ

ワ
島

ス
マ

ラ
ン

所
在

の
南

方
軍

南
部

候
補

生
教

習
隊

将
校

に
し

て
、■

■
■

■
は

、ス
マ

ラ
ン

第
一

婦
女

抑
留

所
に

勤
務

し
、三

橋
弘

は
、ジ

ャ
ワ

軍
政

監
部

司
政

官
に

し
て

、古
谷

巌
、下

田
真

治
、森

本
雪

雄
、蔦

木
健

治
郎

は
、ジ

ャ
ワ

軍
政

監
部

嘱
託

に
し

て
、慰

安
所

経
営

者
で

あ
る

が
、■

■
■

■
、岡

田
慶

治
、河

村
千

代
松

、石
田

英
一

等
は

、昭
和

十
九

年
三

月
よ

り
同

年
四

月
ま

で
の

間
、ス

マ
ラ

ン
所

在
の「

オ
ー

スト
」「

ケ
ン

ダ
ン

ガ
ン

」「
ハ

ル
マ

ハ
ラ

」及
び「

ア
ン

パ
ラ

セ
」所

在
の

第
四

・
第

六
等

の
各

婦
女

抑
留

所
に

抑
留

中
の

婦
女

約
二

五
名

を
売

淫
せ

し
め

る
目

的
を

も
っ

て
ス

マ
ラ

ン
所

在
の

将
校

倶
楽

部
、ス

マ
ラ

ン
倶

楽
部

、日
の

丸
、双

葉
荘

等
の

各
慰

安
所

に
連

行
、宿

泊
せ

し
め

て
日

本
軍

人
軍

属
を

相
手

に
強

制
的

に
売

淫
せ

し
め

、村
上

類
蔵

、中
島

四
郎

は
同

隊
軍

医
とし

て
将

校
倶

楽
部

に
於

て
売

淫
せ

し
め

て
い

た
婦

女
に

対
し

必
要

な
る

医
療

及
び

薬
品

を
給

與
せ

ず
不

健
康

な
る

衛
生

状
態

の
ま

ま
放

置
し

て
虐

待
し

、三
橋

弘
は

、昭
和

十
九

年
二

月
二

十
九

日
頃

、前
記

将
校

倶
楽

部
に

於
て

、Ｔ
・Ａ

・ス
ヘ

ル
ネ

を
暴

力
を

も
っ

て
性

交
し

、■
■

■
■

は
、同

年
三

月
頃

、前
記

ス
マ

ラ
ン

倶
楽

部
に

於
て

、Ｅ
・リ

ュ
ク

ゼ
ン

ブ
ル

ク
に

対
し

、腕
力

を
振

っ
て

性
交

し
、古

谷
巌

、下
田

真
治

、森
本

雪
雄

、蔦
木

健
治

郎
は

前
記

期
間

中
、日

本
軍

当
局

の
指

示
に

よ
り

、ス
マ

ラ
ン

に
於

て
、将

校
倶

楽
部

、ス
マ

ラ
ン

倶
楽

部
、日

の
丸

、双
葉

荘
等

そ
れ

ぞ
れ

慰
安

所
を

経
営

し
て

日
本

軍
が

各
抑

留
所

よ
り

連
行

し
て

来
た

婦
女

各
七

名
乃

至
十

一
名

宿
泊

せ
し

め
て

同
女

等
に

対
し

、強
制

的
に

日
本

人
を

相
手

とし
て

売
淫

せ
し

め
、以

て
彼

等
に

深
刻

な
る

身
心

の
苦

痛
を

與
え

た
。

陸
・

少
佐

広
島

岡
田

慶
治

19
48

/0
3/

24
死

刑
死

刑

陸
・

少
佐

愛
知

河
村

千
代

松
19

48
/0

3/
24

10
10

医
・

少
佐

福
岡

村
上

類
蔵

19
48

/0
3/

24
10

7

医
・

大
尉

佐
賀

中
島

四
郎

19
48

/0
3/

24
20

16

陸
・

大
尉

茨
城

石
田

英
一

19
48

/0
3/

24
2

2

ス
マ

ラ
ン

慰
安

所

陸
・

嘱
託

東
京

古
谷

巌
19

48
/0

3/
24

死
刑

20

陸
・

嘱
託

和
歌

山
下

田
真

治
19

48
/0

3/
24

5
10

陸
・

嘱
託

三
重

森
本

雪
雄

19
48

/0
3/

24
20

15

陸
・

嘱
託

山
梨

蔦
木

健
治

郎
19

48
/0

3/
24

7
7

ジ
ャ

ワ
軍

政
監

部
陸

・
司

政
官

大
阪

三
橋

弘
19

48
/0

3/
24

5
無

罪

ス
マ

ラ
ン

第
一

婦
女

抑
留

所
陸

・
曹

長
宮

城
■

■
■

■
19

48
/0

3/
24

無
罪

無
罪

蘭
印

法
廷

の
性

暴
力

関
係

事
件

一
覧
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ＢＣ級戦犯裁判と性暴力（1）　──『戦争犯罪裁判概見表』を手がかりに

バ タ ビ ア
79

バ
ンド

ン
憲

兵
分

隊

憲
・

少
佐

鹿
児

島
宮

脇
三

郎
19

48
/0

9/
11

5
6

宮
脇

三
郎

、和
田

都
重

、若
藤

秀
之

、今
野

勝
彌

、■
■

■
■

、酒
井

武
、伊

藤
金

七
郎

、松
村

重
雄

、戸
簾

重
輔

、氷
見

谷
実

、大
村

隆
造

、越
道

定
夫

、馬
籠

秀
夫

、■
■

■
■

、■
■

■
■

等
は

、
昭

和
十

七
年

四
月

よ
り

同
二

十
年

九
月

に
至

る
間

に
於

て
、ジ

ャ
ワ

島
バ

ンド
ン

憲
兵

分
隊

に
勤

務
し

た
が

同
人

等
は

、そ
れ

ぞ
れ

そ
の

在
職

期
間

中
に

於
て

、バ
ンド

ン
及

び
タ

シ
ク

マ
ラ

ヤ
等

の
各

地
に

於
て

多
数

の
一

般
市

民
で

あ
る

男
女

を
逮

捕
拘

禁
し

て
、そ

の
訊

問
に

当
り

、手
拳

、棍
棒

等
を

も
っ

て
殴

打
出

血
せ

し
め

、ま
た

は
、煙

草
の

火
を

も
っ

て
身

体
を

焼
き

、或
は

、多
量

の
水

を
口

中
に

注
入

し
、ま

た
は

電
気

責
め

に
す

る
等

の
拷

問
を

加
え

、或
は

、拘
禁

中
の

婦
女

を
縛

し
て

、強
姦

す
る

等
の

組
織

的
兇

暴
を

な
し

、亦
故

意
に

被
拘

禁
者

に
対

す
る

食
糧

及
び

飲
料

水
等

の
給

與
を

拒
絶

し
、

ま
た

は
、充

分
な

る
医

薬
品

の
給

與
を

行
は

ず
且

炎
天

下
長

時
間

起
立

せ
し

め
る

等
の

非
人

道
的

虐
待

を
加

え
た

る
こ

と
に

よ
り

、多
数

の
被

拘
禁

者
を

死
に

至
らし

め
、以

て
彼

等
に

対
し

深
刻

な
る

肉
体

的
精

神
的

の
苦

痛
を

與
え

た
。

憲
・

大
尉

奈
良

和
田

都
重

19
48

/0
9/

11
10

6
憲

・
大

尉
石

川
若

藤
秀

之
19

48
/0

9/
11

10
3

憲
・

中
尉

福
島

今
野

勝
彌

19
48

/0
9/

11
10

10
憲

・
准

尉
岩

手
■

■
■

■
19

48
/0

9/
11

15
5

憲
・

曹
長

茨
城

酒
井

武
19

48
/0

9/
11

20
15

憲
・

軍
曹

北
海

道
伊

藤
金

七
郎

19
48

/0
9/

11
15

10
憲

・
軍

曹
群

馬
松

村
重

雄
19

48
/0

9/
11

10
10

憲
・

軍
曹

福
岡

戸
簾

重
輔

19
48

/0
9/

11
10

3
憲

・
軍

曹
北

海
道

氷
見

谷
実

19
48

/0
9/

11
死

刑
死

刑
憲

・
軍

曹
静

岡
大

村
隆

造
19

48
/0

9/
11

死
刑

20
憲

・
軍

曹
和

歌
山

越
道

定
夫

19
48

/0
9/

11
10

5
憲

・
軍

曹
栃

木
馬

籠
秀

夫
19

48
/0

9/
11

20
20

憲
・

軍
曹

北
海

道
■

■
■

■
19

48
/0

9/
11

15
無

罪
憲

・
伍

長
山

梨
■

■
■

■
19

48
/0

9/
11

無
罪

無
罪

バ タ ビ ア
88

ジ
ョ

ン
ベ

ル
憲

兵
分

隊

憲
・

大
尉

奈
良

和
田

都
重

19
48

/0
9/

11
死

刑
死

刑

和
田

都
重

は
ジ

ャ
ワ

島
ジ

ョ
ン

ベ
ル

憲
兵

分
隊

長
に

し
て

、川
田

原
金

之
助

、今
野

勝
彌

、野
口

武
、

山
本

虎
夫

、半
沢

勇
、河

端
正

次
、■

■
■

■
、石

川
春

雄
、橋

本
一

義
、小

高
寛

、南
良

治
、小

野
軍

次
郎

、佐
々

木
敏

夫
、佐

藤
和

義
、梅

本
行

雄
、太

田
秀

雄
、■

■
■

■
等

は
、同

分
隊

員
で

あ
る

が
、同

人
等

は
、昭

和
十

七
年

四
月

よ
り

、同
二

十
年

九
月

に
至

る
間

、同
分

隊
ま

た
は

同
分

隊
所

属
の「

ボ
ント

ウ
オ

ソ
」「

バ
ニ

ュ
ウ

ワ
ン

ギ
」等

の
各

分
遣

隊
に

勤
務

中
、そ

れ
ぞ

れ
そ

の
在

職
期

間
中

、所
属

地
区

に
於

て
多

数
の

一
般

市
民

で
あ

る
男

女
を

検
挙

し
て

、そ
の

訊
問

に
当

り
、手

拳
、竹

刀
、バ

ット
等

を
も

っ
て

長
時

に
亘

り
殴

打
し

て
出

血
す

る
傷

害
を

與
え

、ま
た

は
、火

責
め

、水
責

め
、

或
は

、後
手

に
縛

っ
て

吊
り

下
げ

且
故

意
に

飲
食

物
を

給
與

せ
ず

、飢
え

し
む

る
等

の
組

織
的

兇
暴

及
び

虐
待

を
加

え
て

被
検

挙
者

を
死

に
至

らし
め

以
て

彼
等

に
対

し
、深

刻
な

る
身

心
の

苦
痛

を
與

え
た

が
、就

中
和

田
都

重
は

、部
下

と
共

謀
し

て「
シ

ャ
ー

ン
ポ

ー
ン

」と
呼

ば
れ

る
下

宿
屋

を
慰

安
所

に
当

て
オ

ラ
ン

ダ
国

籍
の

婦
女

を
同

所
に

収
容

し
て

日
本

人
相

手
に

売
淫

を
強

制
し

、野
口

武
は

、婦
女「

イ
エ・

セ
リ

セ
ル

デ・
モ

ル
ヤ

ー
ン

」に
暴

行
脅

迫
を

加
え

て
、日

本
人

松
崎

と
強

制
的

に
性

交
せ

し
め

、■
■

■
■

は
、「

ポ
ント

ウ
オ

ソ
」及

び「
バ

ニ
ュ

ウ
ワ

ン
ギ

」に
於

て「
ア・

ハ
・フ

ァ
ン

デ
ス

」「
ヨ

ピ
イ・

ス
ラ

ッ
ク

」の
二

名
を

強
姦

し
、小

高
寛

、梅
本

行
雄

は
、昭

和
二

十
年

八
月

二
十

四
日

頃
、「

バ
ニ

ュ
ウ

ワ
ン

ギ
」附

近
の「

カ
リ

グ
ラ

タ
ク

」に
於

て
、「

ア・
セ・

ツ
ロ

ツ
コ

」及
び

、「
フ

ァ
ン

デ
ル

ツ
ー

スト
」

の
二

名
を

上
司

の
命

を
受

け
殺

害
し

た
。

憲
・

中
尉

鹿
児

島
川田

原金
之助

19
48

/0
9/

11
20

15
憲

・
中

尉
福

島
今

野
勝

彌
19

48
/0

9/
11

死
刑

死
刑

憲
・

中
尉

熊
本

野
口

武
19

48
/0

9/
11

死
刑

無
罪

憲
・

准
尉

岡
山

山
本

虎
夫

19
48

/0
9/

11
20

10
憲

・
曹

長
福

島
半

沢
勇

19
48

/0
9/

11
死

刑
死

刑
憲

・
曹

長
石

川
河

端
正

次
19

48
/0

9/
11

5
5

憲
・

軍
曹

神
奈

川
■

■
■

■
19

48
/0

9/
11

5
5

憲
・

軍
曹

愛
媛

石
川

春
雄

19
48

/0
9/

11
20

15
憲

・
軍

曹
熊

本
橋

本
一

義
19

48
/0

9/
11

20
15

憲
・

軍
曹

千
葉

小
高

寛
19

48
/0

9/
11

死
刑

死
刑

憲
・

軍
曹

徳
島

南
良

治
19

48
/0

9/
11

死
刑

死
刑

憲
・

軍
曹

栃
木

小
野

軍
次

郎
19

48
/0

9/
11

20
20

憲
・

軍
曹

東
京

佐
々

木
敏

夫
19

48
/0

9/
11

10
10

憲
・

軍
曹

福
島

佐
藤

和
義

19
48

/0
9/

11
5

無
罪

陸
・

一
等

兵
岐

阜
梅

本
行

雄
19

48
/0

9/
11

20
10

憲
・

曹
長

宮
崎

太
田

秀
雄

19
48

/0
9/

11
死

刑
死

刑
憲

・
軍

曹
長

崎
■

■
■

■
　

自
殺
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バ タ ビ ア
10

6

南
方

軍
幹

部
候

補
生

教
習

隊
長

兼
駐

屯
地

司
令

官

陸
・

中
将

石
川

能
崎

清
次

19
49

/0
2/

18
死

刑
12

能
崎

清
次

は
、ジ

ャ
ワ

島
ス

マ
ラ

ン
所

在
の

日
本

軍
幹

部
候

補
生

教
育

隊
長

で
あ

る
が

、部
下

に
対

す
る

監
督

を
怠

り
、且

必
要

な
る

措
置

及
び

命
令

を
行

ふ
こ

と
を

怠
り

た
る

結
果

、同
隊

附
将

校
で

あ
る

■
■

■
■

大
佐

、岡
田

慶
治

少
佐

等
が

昭
和

十
九

年
三

月
よ

り
同

年
四

月
頃

ま
で

の
間

に
於

て
、

ス
マ

ラ
ン

所
在

の「
オ

ー
スト

」「
ケ

ダ
ン

ガ
ン

」「
ハ

ル
マ

ヘ
ラ

」等
の

各
抑

留
所

及
び「

ア
ン

パ
ワ

ラ
」

所
在

の
第

四
・

第
六

抑
留

所
等

に
抑

留
中

の
婦

女
約

三
十

五
名

を
将

校
倶

楽
部

、ス
マ

ラ
ン

倶
楽

部
、日

の
丸

、双
葉

荘
等

四
ヶ

所
の

慰
安

所
に

宿
泊

せ
し

め
て

、日
本

軍
人

軍
属

を
相

手
に

売
淫

を
強

制
し

、ま
た

は
、強

姦
す

る
等

の
不

法
の

取
扱

ひ
を

な
し

た
が

、能
崎

は
前

記
部

下
将

校
等

が
如

斯
非

違
行

為
を

な
す

こ
と

を
知

り
、ま

た
は

、察
知

し
得

た
る

に
拘

ら
ず

こ
れ

を
阻

止
せ

ず
黙

認
し

た
。

バ タ ビ ア
10

9
第

十
六

軍
司

令
部

陸
・

大
将

東
京

今
村

均
19

49
/1

2/
24

死
刑

無
罪

今
村

均
は

昭
和

十
七

年
一

月
よ

り
同

年
十

一
月

に
至

る
間

、ジ
ャ

ワ
駐

屯
の

第
十

六
軍

司
令

官
とし

て
在

職
し

、岡
崎

清
三

郎
は

同
年

一
月

よ
り

同
十

八
年

五
月

ま
で

同
軍

参
謀

長
の

職
に

あ
り

て
、右

両
名

は
ジ

ャ
ワ

駐
屯

の
日

本
軍

全
部

隊
の

指
揮

監
督

の
地

位
に

あ
り

た
る

が
、同

人
等

は
、何

れ
も

そ
の

在
職

期
間

中
に

於
て

所
属

部
隊

に
対

す
る

指
揮

監
督

を
怠

り
部

下
の

犯
罪

防
止

に
対

す
る

必
要

な
る

命
令

及
び

措
置

を
な

さ
ざ

りし
結

果
そ

の
所

属
部

隊
に

於
て

各
種

の
戦

犯
行

為
を

な
せ

り
。即

ち
、坂

口
旅

団
の

将
兵

は
、昭

和
十

七
年

一
月

よ
り

同
年

二
月

下
旬

ま
で

の
間

ボ
ル

ネ
オ

島
内

パ
リ

ッ
ク

パ
パ

ン
、サ

マ
リ

ン
タ

、バ
ン

ゼ
ル

マ
シ

ン
、タ

ラ
カ

ン
等

の
各

地
に

於
て

、「
ラ

メ
ル

デ
イ

ン
ク

」「
セ

ー
ヘ

ル
ス

」等
の

俘
虜

及
び

被
抑

留
者

百
六

十
名

余
を

正
式

の
裁

判
に

附
せ

ず
殺

害
処

刑
し

、更
に

、同
年

三
月

頃「
中

部
ジ

ャ
ワ

」グ
レ

ム
パ

ン
と

サ
ム

パ
ン

の
中

間
に

於
て

、蘭
印

軍
俘

虜
数

百
名

を
殺

害
し

、亦
そ

の
頃

チ
ラ

チ
ャ

ッ
ク

に
於

て
英

軍
俘

虜
二

名
を

正
式

裁
判

に
附

せ
ず

殺
害

処
刑

し
、坂

口
旅

団
、ま

た
は

、第
四

十
八

師
団

の
将

兵
は

、昭
和

十
七

年
三

月
一

日
頃

よ
り

、同
月

六
月

頃
ま

で
の

間「
東

部
ジ

ャ
ワ

」ブ
ロ

ラ
、カ

ル
チ

ュ
ット

等
の

各
地

に
於

て
、「

ホ
ル

スト
」「

デ
イ

ット
」等

五
十

一
名

の
俘

虜
を

拷
問

虐
待

の
上

、正
式

の
裁

判
に

附
せ

ず
、殺

害
処

刑
し

、亦
同

年
三

月
一

日
頃

よ
り

同
年

四
月

四
日

頃
ま

で
の

間
に

於
て

、前
記

ブ
ロ

ラ
に

於
て

、欧
州

婦
女

に
対

し
、反

復
性

交
を

強
制

し
、東

海
林

部
隊

将
兵

は
、昭

和
十

七
年

三
月

初
旬

頃
、「

西
部

ジ
ャ

ワ
」プ

ル
ワ

ル
カ

ル
タ

附
近

に
於

て
、蘭

印
軍

所
属

の
牧

師
三

名
を

戦
車

に
縛

り
付

け
て

引
摺

り
殺

害
し

、亦
同

年
三

月
十

日
頃

ス
ー

パ
ン

に
於

て
ス

ー
パ

ン
病

院
に

入
院

中
の

俘
虜

及
び

同
病

院
の

欧
州

人
職

員
約

二
十

名
を

殺
害

し
、更

に
同

月
初

旬
頃

ス
ー

パ
ン

ま
た

は
チ

ャ
テ

ル
要

塞
に

於
て

、「
フ

ロ
ー

マ
ン

」「
デ・

ヨ
ン

ク
」等

の
俘

虜
約

七
十

数
名

を
極

め
て

惨
酷

な
る

方
法

を
以

て
殺

害
処

刑
し

、第
二

師
団

将
兵

は
昭

和
十

七
年

三
月

よ
り

同
年

四
月

頃
ま

で
の

間「
西

部
ジ

ャ
ワ

」セ
ラ

ン
刑

務
所

に
於

て
収

容
中

の
俘

虜
及

び
被

抑
留

者
を

狭
隘

な
る

部
屋

に
多

数
人

を
押

し
込

み
極

め
て

非
衛

生
の

状
態

下
に

放
置

し
て

虐
待

し
亦

同
年

四
月

よ
り

同
年

五
月

に
至

る
間

、「
西

部
ジ

ャ
ワ

」ヂ
ャ

イ
テ

ル
ナ

ン
ゴ

ル
、バ

ンド
ン

、チ
マ

ヒ
、ス

カ
ブ

ミ
、ジ

ョ
ク

、ジ
ャ

カ
ル

タ
等

の
各

地
に

於
て

逃
亡

し
た

俘
虜「

ス
ミッ

ト
」「

カ
ル

セ
ン

」「
ベ

ー
ト

ム
」等

二
十

名
を

逮
捕

し
て

正
式

裁
判

に
附

せ
ず

殺
害

処
刑

し
、第

四
十

八
師

団
将

兵
は

、亦
昭

和
十

七
年

三
月

六
日

頃
、「

東
部

ジ
ャ

ワ
」ジ

ョ
ン

パ
ン

と
ケ

ルト
ソ

と
の

中
間

に
於

て
蘭

軍
俘

虜「
ケ

ッ
テ

ン
ブ

ル
ス

」等
十

名
を

正
式

の
裁

判
に

附
せ

ず
殺

害
処

刑
し

、亦
同

年
五

月
中「

東
部

ジ
ャ

ワ
」マ

ラ
ン

に
於

て
逃

亡
し

た
る

俘
虜「

デ
・ラ

ート
」等

十
名

を
逮

捕
し

て
殺

害
処

刑
し

、此
の

外
、第

十
六

軍
将

兵
は

、昭
和

十
七

年
三

月
よ

り
同

十
八

年
十

二
月

に
至

る
間

、数
百

名
の

俘
虜

及
び

被
抑

留
者

を
拷

問
虐

待
し

、就
中

、被
逮

捕
者

を
輸

送
す

る
に

当
り

一
名

乃
至

三
名

を
輸

送
用

の
豚

籠
内

に
入

れ
て

無
蓋

のト
ラ

ッ
ク

ま
た

は
貨

物
車

に
三

重
或

は
四

重
に

積
み

重
ね

て
長

時
間

輸
送

し
此

の
間

、食
糧

、飲
料

水
等

を
給

與
せ

ざ
る

等
の

不
当

の
取

扱
ひ

を
な

し
た

が
、今

村
、岡

崎
は

所
属

部
隊

の
右

の
如

き
行

為
を

知
り

ま
た

は
察

知
し

得
た

る
に

拘
ら

ず
こ

れ
を

阻
止

せ
ず

黙
認

し
た

こ
と

は
共

犯
の

責
を

負
う

べ
き

で
あ

る
。

陸
・

中
将

島
根

岡
崎

清
三

郎
19

49
/1

2/
24

死
刑

無
罪
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ＢＣ級戦犯裁判と性暴力（1）　──『戦争犯罪裁判概見表』を手がかりに

タ ン ジ ョ ン ピ ナ ン

5

岡
第

一
六

一
五

部
隊

、マ
ラ

ッ
カ

佐
々

木
海

員
養

成
所

（
波

機
関

）

陸
・

准
尉

鹿
児

島
■

■
■

■
19

48
/0

8/
30

無
期

無
期

■
■

■
■

、住
田

宗
明

、■
■

■
■

、■
■

■
■

は
、マ

ラ
イ

連
邦

マ
ラ

ッ
カ

所
在

の
佐

々
木

海
員

養
成

所
に

勤
務

し
て

い
た

が
、同

人
等

は
オ

ラ
ン

ダ
及

び
日

本
と

の
間

に
締

結
せ

ら
れ

た
る

終
戦

協
定

に
違

反
し

て
昭

和
二

十
年

九
月

十
日

頃
佐

々
木

大
尉

の
指

揮
下

に
あ

り
て

単
独

ま
た

は
共

同
し

て
ジ

ェ
マ

デ
ジ

ヤ
及

び
キ

ヤ
ボ

等
の

島
嶼

に
於

て
同

島
民

に
対

し
敵

対
行

動
に

出
で

組
織

的
威

圧
行

為
を

な
せ

り
。即

ち
、住

民
を

恐
嚇

射
撃

し
て「

セ
イド

」を
射

殺
し「

ヤ
ヤ

」及
び「

モ
ハ

マ
ッド

セ
ン

」に
傷

害
を

與
え

更
に

住
居

及
び

労
力

を
強

要
し

、食
糧

そ
の

他
財

物
を

盗
み

ま
た

は
強

奪
し

且
婦

女
に

対
し

同
居

及
び

肉
体

関
係

を
強

要
し

た
。

陸
・

軍
曹

鳥
取

住
田

宗
明

19
48

/0
8/

30
20

10

陸
・

伍
長

岩
手

■
■

■
■

19
48

/0
8/

30
10

8

陸
・

軍
属

北
海

道
■

■
■

■
19

48
/0

8/
30

10
8

ポ ン チ ア ナ ク

13

第
二

二
海

軍
特

別
根

拠
地

隊
ポ

ン
チ

ャ
ナ

ッ
ク

海
軍

特
別

警
察

隊

海
・

大
尉

石
川

岡
島

利
耆

19
48

/0
1/

16
死

刑
死

刑
（

１
）岡

島
利

耆
は

、西
ボ

ル
ネ

オ
州

ポ
ン

チ
ャ

ナ
ク

所
在

の
海

軍
警

備
隊

長
に

し
て

、海
軍

特
別

警
察

隊
長

を
兼

任
し

て
い

た
が

、昭
和

十
九

年
八

月
よ

り
同

二
十

年
二

月
に

至
る

間
、海

軍
特

別
警

察
隊

に
対

し
反

日
陰

謀
容

疑
者

の
大

量
検

挙
を

命
じ

て
一

般
市

民
約

二
百

五
十

名
を

逮
捕

せ
し

め
て

部
下

が
そ

の
取

調
に

当
り

、故
意

に
被

疑
者

に
対

し
殴

打
水

責
め

等
の

拷
問

を
加

へ
る

こ
と

を
知

り
、

ま
た

は
察

知
し

得
た

る
に

拘
ら

ず
こ

れ
を

阻
止

せ
ず

容
認

し
、亦

昭
和

十
九

年
十

二
月

よ
り

同
二

十
年

三
月

に
至

る
間

、前
記

被
疑

者
中

ス
ラ

バ
ヤ

日
本

軍
法

会
議

に
送

致
し

て
死

刑
の

宣
告

を
受

け
た

る
十

七
名

を
除

き
残

余
の

被
疑

者
約

百
七

十
名

を
正

式
の

裁
判

に
附

せ
ず

隷
下

の
海

軍
特

別
警

察
隊

及
び

海
軍

警
備

隊
に

対
し

ス
ン

ガ
イ

、ド
リ

ア
ン

飛
行

場
に

於
て

斬
首

に
よ

り
処

刑
す

べ
く

そ
の

執
行

命
令

を
発

し
、更

に
、同

人
は

昭
和

十
九

年
六

月
よ

り
同

二
十

年
九

月
ま

で
の

間
、所

属
の

特
別

警
察

隊
が

ケ
タ

バ
ン

地
区

よ
り

婦
女

子
に

売
淫

を
な

さし
む

る
た

め
、そ

の
意

思
に

反
し

て
拉

致
す

る
こ

と
を

知
り

て
こ

れ
を

容
認

し
同

隊
員

に
於

て「
ニ

ョ
ウ・

ペ
ッ

ク・
ヒ

ア
」等

約
二

十
名

の
婦

女
を

ポ
ン

チ
ャ

ヤ
ナ

ク
に

拉
致

し
て

慰
安

所
に

収
容

し
て

売
淫

を
強

制
し

、亦
同

人
は

、昭
和

二
十

年
八

月
六

日
部

下
で

あ
る

中
谷

を
殺

害
し

た
容

疑
者

営
林

署
技

手「
マ

ン
ゴ

ー
」を

正
式

の
裁

判
に

附
せ

ず
、ド

リ
ア

ン
飛

行
場

に
於

て
殺

害
し

、更
に

、同
人

は
、同

月
十

七
日

頃
サ

ン
ゴ

所
在

の
海

軍
警

備
隊

長
佐

野
五

月
に

対
し

、ダ
イ

ヤ
騒

擾
事

件
に

参
加

せ
る

ダ
イ

ヤ
人

六
名

の
中

五
名

を
正

式
裁

判
に

附
せ

ず
、処

刑
す

る
こ

と
を

許
容

し
、同

月
二

十
二

日
同

地
に

於
て

、斬
首

処
刑

せ
し

め
、（

２
）宮

島
順

吉
、

伊
藤

安
太

郎
、久

世
一

雄
、山

本
安

一
、福

沢
健

治
、鶴

見
俊

二
、拓

植
義

蔵
、金

子
安

蔵
、障

子
正

喜
知

は
、前

記
特

別
警

察
隊

員
で

あ
る

が
、同

人
等

は
、昭

和
十

八
年

九
月

よ
り

同
十

九
年

五
月

ま
で

の
間

、同
地

海
軍

警
備

隊
の

応
援

を
受

け
て

、同
地

区
に

於
て

反
日

陰
謀

容
疑

者
千

百
名

の
大

量
検

挙
を

な
し

、そ
の

取
調

に
当

り
殴

打
水

責
め

等
の

拷
問

を
加

え
、そ

の
中

日
本

軍
法

会
議

に
於

て
死

刑
の

宣
告

を
受

け
た

四
十

八
名

を
除

き
、残

余
約

千
名

を
同

十
九

年
六

月
頃

マ
ンド

ル
に

於
て

正
式

裁
判

に
附

せ
ず

、斬
首

処
刑

す
る

に
当

り
、宮

島
は

そ
の

中
二

名
、久

世
は

三
名

、山
本

は
二

名
、鶴

見
は

三
名

、金
子

は
二

名
を

そ
れ

ぞ
れ

斬
首

処
刑

し
、伊

藤
、福

沢
、拓

植
は

そ
の

現
場

に
於

て
警

備
に

任
じ

、（
３

）宮
島

順
吉

、伊
藤

安
太

郎
、久

世
一

雄
、山

本
安

一
、福

沢
健

治
、金

子
安

蔵
、野

尻
豊

、坂
井

清
一

、障
子

正
喜

知
、小

島
五

一
は

、昭
和

十
九

年
八

月
よ

り
同

二
十

年
三

月
に

至
る

間
に

於
て

反
日

陰
謀

の
容

疑
を

以
て

一
般

市
民

約
二

百
五

十
名

を
検

挙
、そ

の
取

調
に

当
り

拷
問

を
加

へ
た

上
、右

被
疑

者
中

約
百

七
十

名
を

正
式

裁
判

に
附

せ
ず

ス
ン

ガ
イ

、ド
リ

ア
ン

飛
行

場
に

於
て

斬
首

処
刑

す
る

に
当

り
、金

子
は

、そ
の

中
の

二
名

を
小

島
は

一
名

を
そ

れ
ぞ

れ
斬

首
処

刑
し

た
が

、宮
島

、伊
藤

、久
世

、山
本

、福
沢

、野
尻

、坂
井

、障
子

等
は

、そ
の

現
場

に
至

り
て

警
備

に
服

し
、（

４
）宮

島
順

吉
、小

島
五

一
、福

沢
健

治
、鶴

見
俊

二
、金

子
安

蔵
、久

世
一

雄
、山

本
安

一
、伊

藤
安

太
郎

、拓
植

義
蔵

、障
子

正
喜

知
、野

尻
豊

、坂
井

清
一

は
、婦

女
子

に
強

制
淫

売
を

な
さし

む
る

目
的

を
以

て
昭

和
十

九
年

六
月

よ
り

同
二

十
年

九
月

に
至

る
間

に
於

て
ケ

タ
バ

ン
地

区
よ

海
・

上
等

兵
曹

石
川

宮
島

順
吉

19
48

/0
1/

16
死

刑
死

刑

海
・

上
等

兵
曹

愛
知

小
島

五
一

19
48

/0
1/

16
死

刑
死

刑

海
・

上
等

兵
曹

愛
知

鶴
見

俊
二

19
48

/0
1/

16
死

刑
死

刑

海
・

上
等

兵
曹

新
潟

金
子

安
蔵

19
48

/0
1/

16
死

刑
死

刑

海
・

一
等

兵
曹

岐
阜

久
世

一
雄

19
48

/0
1/

16
死

刑
死

刑

海
・

一
等

兵
曹

和
歌

山
山

本
安

一
19

48
/0

1/
16

死
刑

死
刑

海
・

上
等

兵
曹

富
山

福
沢

健
治

19
48

/0
1/

16
死

刑
15

海
・

一
等

兵
曹

滋
賀

伊
藤

安
太

郎
19

48
/0

1/
16

死
刑

20

海
・

一
等

兵
曹

岐
阜

拓
植

義
蔵

19
48

/0
1/

16
死

刑
18

海
・

水
兵

長
福

井
野

尻
豊

19
48

/0
1/

16
死

刑
10
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海
・

水
兵

長
新

潟
坂

井
清

一
19

48
/0

1/
16

死
刑

10
り「

ニ
ョ

ウ・
ペ

ッ
ク・

ヒ
ヤ

」等
二

十
名

の
婦

女
を

ポ
ン

チ
ャ

ナ
ク

に
拉

致
し

慰
安

所
に

収
容

し
て

売
淫

を
強

制
し

、（
５

）小
島

五
一

は
、昭

和
二

十
年

八
月

二
十

二
日

頃
、サ

ン
ゴ

ー
附

近
の

カ
プ

ア
ス

河
の

桟
橋

に
於

て
、サ

ン
ゴ

ー
海

軍
警

備
隊

長
佐

野
五

月
と

共
に

ダ
イ

ヤ
人

五
名

を
岡

島
隊

長
の

命
に

よ
り

、正
式

の
裁

判
に

附
せ

ず
斬

首
処

刑
す

る
に

当
り

、そ
の

中
一

名
を

斬
首

殺
害

し
た

。
海

・
二

等
兵

曹
石

川
障

子
正

喜
知

19
47

/1
1/

28
死

刑
15

バ リ ッ ク パ パ ン

9
石

橋
商

会
経

営
主

■
■

■
■

19
48

/0
2/

27
10

無
罪

■
■

■
■

は
、東

部
ボ

ル
ネ

オ
州

バ
リ

ッ
ク

パ
パ

ン
に

於
て

石
橋

商
会

名
義

の
下

に
日

本
軍

の
慰

安
所

を
経

営
し

、昭
和

十
七

年
よ

り
同

二
十

年
八

月
に

至
る

間
、同

所
に

於
て

売
淫

せ
し

む
る

目
的

を
以

て
、ス

ラ
バ

ヤ
、バ

ト
ウ

ア
ン

等
の

各
地

よ
り「

ラ
ン

テ
イ

ナ
ム

」「
マ

リ
ー

ヤ
ム

」等
多

数
の

婦
女

を
誘

拐
し

来
た

り
、同

所
に

於
て

、同
女

等
に

対
し

、日
本

人
相

手
の

売
淫

を
強

制
し

、且
こ

れ
に

応
ぜ

ざ
る

時
は

殴
打

暴
行

を
加

へ
て

虐
待

し
た

。

マ カ ッ サ ル

9

第
二

三
海

軍
特

別
根

拠
地

隊

海
・

少
尉

長
崎

木
村

茂
樹

19
47

/0
7/

18
死

刑
死

刑
木

村
茂

樹
等

は
、セ

レ
ベ

ス
島

マ
カ

ッ
サ

ル
所

在
の

日
本

海
軍

特
別

警
察

隊
員

に
し

て
、同

特
警

隊
は

、職
権

を
利

用
し

て
各

種
の

戦
犯

行
為

を
な

し
た

一
団

に
し

て
一

九
四

六
年

官
級

第
四

五
号

第
十

条
に

該
当

す
る

所
謂

犯
罪

団
体

で
あ

る
が

、同
人

等
は

昭
和

十
八

年
三

月
よ

り
同

二
十

年
八

月
に

至
る

間
に

於
て

、
そ

れ
ぞ

れ
、そ

の
在

職
期

間
中

多
数

の
市

民
を

逮
捕

し
て

殴
打

火
責

め
等

の
拷

問
を

加
え

、ま
た

は
、故

意
に

婦
女

を
脱

衣
せ

し
め

て
、公

衆
の

面
前

に
晒

し
、或

は
食

糧
を

給
與

せ
ざ

る
等

の
組

織
的

兇
暴

、及
、虐

待
を

な
し

、彼
等

に
深

刻
な

る
身

心
の

苦
痛

を
與

え
た

り
、即

ち
、木

村
茂

樹
は

、同
特

警
隊

附
将

校
に

し
て

、そ
の

在
職

期
間

中
、マ

カ
ッ

サ
ル

、マ
ム

ジ
ュ

、マ
ジ

エ
ネ

等
の

各
地

に
於

て
反

日
宣

伝
、ス

パ
イ

等
の

容
疑

を
以

て「
ス

パ
ル

デ
ィ

」等
多

数
の

市
民

を
逮

捕
し

、部
下

に
対

し
、同

人
等

を
殴

打
、ま

た
は

、食
糧

給
與

の
停

止
等

を
命

じ
、ま

た
は

、こ
れ

等
に

対
す

る
虐

待
を

許
容

し
、且

同
隊

に
於

て
逮

捕
し

た
三

名
の

米
飛

行
士

を
虐

待
し

、坂
井

長
兵

衛
は

、同
特

警
隊

先
任

下
士

官
とし

て
在

職
中

、前
記

木
村

茂
樹

の
犯

行
を

助
長

し
、且

同
特

警
隊

員
を

指
導

し
て

、マ
カ

ッ
サ

ル
に

於
て「

イ
エ・

サ
ル

バ
リ

」等
多

数
の

市
民

を
逮

捕
し

て
部

下
に

対
し

、同
人

等
を

虐
待

す
る

こ
と

を
命

じ
、ま

た
は

、こ
れ

を
許

容
し

、富
田

敏
光

は
、マ

カ
ッ

サ
ル

に
於

て「
ポ

ロ
シ

ロ
エ

」等
多

数
の

市
民

を
逮

捕
虐

待
し

、南
亨

は
、マ

ソ
リ

、ポ
ソ

、マ
テ

ン
バ

等
の

各
分

遣
隊

長
在

職
中

、「
イ

エ・
ビ

ア
ン・

ソ
ウ

イ
サ

」等
多

数
の

市
民

を
逮

捕
し

、部
下

奥
正

成
、清

水
勇

等
に

於
て

、同
人

等
を

虐
待

す
る

こ
と

を
助

長
し

、亦
マ

カ
ッ

サ
ル

に
於

て
、「

チ
ョ

ン・
ト

リ・
リ

ア
ン

」等
を

逮
捕

虐
待

し
、且

パ
ロ

ポ
に

於
て

、「
ア

イド
ル

」夫
人

を
強

姦
し

、真
鍋

茂
雄

は
、パ

ロ
ポ

、マ
カ

レ
、シ

ン
カ

ン
及

び
マ

カ
ッ

サ
ル

等
の

各
地

に
於

て
、「

ベ
ラト

・ベ
リ

サ
」等

多
数

の
市

民
を

逮
捕

し
、単

独
、ま

た
は

、奥
正

成
、

清
水

勇
、土

井
昇

等
を

共
同

虐
待

し
、中

島
進

は
、マ

カ
ッ

サ
ル

に
於

て
、「

ア
ント

ラ
」「

ア
マ

ット
軍

曹
」等

を
逮

捕
虐

待
し

、小
野

義
夫

は
、マ

ム
ジ

ュ
分

遣
隊

長
とし

て
在

職
中

、「
マ

ラ
リ

」等
多

数
の

市
民

を
逮

捕
し

、部
下

に
対

し
、同

人
等

を
虐

待
す

る
こ

と
を

命
じ

、ま
た

は
、許

容
し

、且
、マ

カ
ッ

サ
ル

に
於

て
、「

テ
ヨ

ン・
ト

リ・
リ

ア
ン

」等
を

虐
待

し
、芝

嘉
寛

は
、マ

カ
ッ

サ
ル

に
於

て
、「

エ
ム・

バ
リ

ガ
リ

ア
」等

多
数

の
市

民
を

逮
捕

し
、単

独
、ま

た
は

、山
口

、土
井

、浅
井

等
と

共
同

虐
待

し
、江

口
時

夫
は

、マ
ム

ジ
ュ

、マ
シ

エ
ネ

、及
び

、
マ

カ
ッ

サ
ル

等
に

於
て

、「
ソ

レ
ー

マ
サ

」等
多

数
の

市
民

を
逮

捕
し

て
虐

待
し

、ま
た

は
、部

下
に

於
て

虐
待

す
る

こ
と

を
許

容
し

、清
水

勇
は

、マ
カ

ッ
サ

ル
、パ

ロ
ポ

、マ
ム

ジ
ュ

、シ
ン

カ
ン

等
の

各
地

に
於

て
、「

タ
ン・

シ
ン・

チ
ャ

ン
」等

多
数

の
市

民
を

逮
捕

し
、単

独
、ま

た
は

、真
鍋

、小
野

等
と

共
同

虐
待

し
、亦

ワ
ジ

ョ
ー

シ
ワ

に
於

て
、妹

尾
繁

市
、毛

呂
法

務
中

尉
指

導
下

に
シ

ワ
郡

長「
ラ

ミ
デ

」外
多

数
の

市
民

を
逮

捕
虐

待
し

、
且

マ
カ

ッ
サ

ル
に

於
て

、「
チ

エ・
ハ

ッ
プ・

チ
ェ

ン
」を

虐
待

死
に

至
らし

め
、益

田
保

は
、マ

カ
ッ

サ
ル

、パ
ロ

ポ
等

に
於

て
、「

リ
ア

ン
」外

多
数

の
市

民
を

逮
捕

し
、単

独
、ま

た
は

、岡
田

等
と

共
同

虐
待

し
、且

マ
カ

ッ
サ

ル
に

於
て

、「
フ

エ
ラ・

オ
ー

ス
テ

ィ
ナ・

フ
ォ

ー
ル

」を
屡

々
強

姦
し

、奥
正

成
は

、マ
カ

ッ
サ

ル・
パ

ロ
ポ

等

海
・

兵
曹

長
長

崎
坂

井
長

兵
衛

19
47

/0
7/

18
死

刑
死

刑

海
・

兵
曹

長
熊

本
富

田
敏

光
19

47
/0

7/
18

1
1

海
・

兵
曹

長
宮

崎
南

亨
19

47
/0

7/
18

死
刑

死
刑

海
・

兵
曹

長
福

岡
中

島
進

19
47

/0
7/

18
死

刑
死

刑

海
・

兵
曹

長
福

岡
真

鍋
茂

雄
19

47
/0

7/
18

死
刑

死
刑

海
・

兵
曹

長
香

川
小

野
義

夫
自

決

マ
カ

ッ
サ

ル
海

軍
特

別
警

備
隊

海
・

兵
曹

長
佐

賀
江

口
時

夫
19

47
/0

7/
18

死
刑

20

海
・

兵
曹

長
高

知
芝

嘉
寛

19
47

/0
7/

18
死

刑
死

刑

海
・

一
等

兵
曹

愛
媛

清
水

勇
19

47
/0

7/
18

死
刑

死
刑

海
・

上
等

兵
曹

福
岡

益
田

保
19

47
/0

7/
18

15
15

海
・

上
等

兵
曹

鹿
児

島
奥

正
成

19
47

/0
7/

18
死

刑
死

刑

海
・

上
等

兵
曹

福
岡

■
■

■
■

19
47

/0
7/

18
無

罪
無

罪
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ＢＣ級戦犯裁判と性暴力（1）　──『戦争犯罪裁判概見表』を手がかりに

海
・

通
訳

和
歌

山
土

井
昇

19
47

/0
7/

18
死

刑
死

刑
各

地
に

於
て

、「
テ

ヨ
ン・

ト
リ・

リ
ア

ン
」外

多
数

の
市

民
を

逮
捕

虐
待

し
、ま

た
、ム

ジ
ュ

分
遣

隊
長

とし
て

在
職

中
、「

ソ
レ

ー
マ

サ
」等

を
虐

待
し

、土
井

昇
は

、マ
カ

ッ
サ

ル
、パ

ロ
ポ

等
に

於
て

、「
ス

パ
ル

デ
ィ

」等
多

数
の

市
民

を
逮

捕
し

て
、芝

嘉
寛

、南
亨

、清
水

勇
等

と
共

同
虐

待
し

、中
田

房
雄

は
、マ

カ
ッ

サ
ル

に
於

て
、

「
ク

ラ
ン・

シ
エ

ン・
リリ

バ
リ

」等
を

逮
捕

虐
待

し
、妹

尾
繁

市
は

、マ
カ

ッ
サ

ル
に

於
て

、「
ト

バ
マ

ラ
」「

チ
ョ

ン・
ト

リ・
リ

ア
ン

」等
を

逮
捕

虐
待

し
、亦

ワ
ジ

ョ
ー

シ
ワ

に
於

て
、毛

呂
法

務
中

尉
指

導
の

下
に

清
水

勇
と

共
に

前
記

シ
ワ

郡
長「

ラ
ミ

デ
」外

多
数

の
市

民
を

逮
捕

し
て

、虐
待

し
た

。

海
・

上
等

兵
曹

熊
本

中
田

房
雄

19
47

/0
7/

18
10

無
罪

海
・

上
等

兵
曹

徳
島

妹
尾

繁
市

19
47

/0
7/

18
死

刑
20

ア ン ボ ン
42

第
五

野
戦

憲
兵

隊
第

八
憲

兵
分

隊

憲
・

曹
長

岐
阜

■
■

■
■

19
48

/1
0/

27
2

1
■

■
■

■
、■

■
■

■
、■

■
■

■
、■

■
■

■
は

、南
モ

ル
ツ

ケ
ン

州
ア

ル
諸

島
所

在
の

ア
ル

憲
兵

分
隊

員（
第

八
分

隊
）で

あ
る

が
、同

人
等

は
、昭

和
十

八
年

十
一

月
よ

り
同

二
十

年
八

月
に

至
る

間
、ド

ボ
、ナ

フ
ァ

ル
、マ

イ
コ

ル
等

の
各

地
に

於
て

反
日

陰
謀

等
の

容
疑

を
以

て
、多

数
の

市
民

を
逮

捕
し

て
、そ

の
取

調
に

当
り

、■
■

■
■

は
、単

独
ま

た
は

、■
■

■
■

、稲
田

等
と

共
同

し
て「

ベ
ルト

ス・
テ

ィ
ワ

カ
ン

ベ
シ

」等
三

名
を

殴
打

虐
待

し
、■

■
■

■
は

、単
独

ま
た

は
、■

■
■

■
、■

■
■

■
、■

■
■

■
等

と
共

同
し

、「
ダ

ニ
エ

ル・
マ

イ
ケ

ラ
」等

五
名

を
殴

打
し

、■
■

■
■

は
、単

独
ま

た
は

、■
■

■
■

等
と

共
同

し
て

、「
ヤ

コ
ブ・

マ
ギ

ン
」等

八
名

を
殴

打
水

攻
め

等
の

拷
問

を
加

え
て

、
「

ベ
ル

ナ
ル

ド・
ナ

タ
シ

ア
ン

」を
死

に
至

ら
し

め
、且

婦
女「

ヘ
ロ

ニ
ヤ・

ベ
ント

ト
」を

脅
迫

し
て

強
姦

し
、■

■
■

■
は

、単
独

ま
た

は
、■

■
■

■
、■

■
■

■
、■

■
■

■
等

と
共

同
し

、「
ヤ

ル
チ

ヌ
ス・

カ
ッ

プ
」等

五
名

を
殴

打
虐

待
し

、且
婦

女「
ム

デ
イ

バ
カ

イ
デ

ル
」を

地
上

に
倒

し
て

強
姦

し
、以

て
彼

等
に

対
し

深
刻

な
る

身
心

の
苦

痛
を

與
え

た
。

憲
・

軍
曹

山
梨

■
■

■
■

19
48

/1
0/

27
6

4

憲
・

軍
曹

新
潟

■
■

■
■

19
48

/1
0/

27
10

8

憲
・

兵
長

福
岡

■
■

■
■

19
48

/1
0/

27
5

4

モ ロ タ イ

21
第

二
九

海
軍

警
備

隊

海
・

大
佐

広
島

藤
田

浩
19

48
/0

1/
21

死
刑

無
罪

藤
田

浩
は

、蘭
領

東
印

度
北

モ
ロ

ッ
ケ

ン
州

ハ
ル

マ
ヘ

ラ
島

カ
ウ

所
在

の
日

本
海

軍
第

二
九

警
備

隊
司

令（
註

、本
警

備
隊

は
、昭

和
二

十
年

三
月

、第
二

六
海

軍
特

別
根

拠
地

隊
を

改
編

し
た

る
も

の
）に

し
て

、石
本

治
壬

は
、同

警
備

隊
に

所
属

す
る

テ
ル

ナ
ー

テ
島

警
備

隊
派

遣
隊

長
で

あ
り

、坂
上

勝
、馬

場
利

一
、小

谷
次

男
、■

■
■

■
、■

■
■

■
、■

■
■

■
、山

田
義

雄
、阿

部
唯

一
は

、
同

隊
員

に
し

て
、蓮

香
六

郎
は

、海
軍

民
政

部
司

政
官

に
し

て
、テ

ル
ナ

ー
テ

縣
監

理
官

の
職

に
あ

り
、■

■
■

■
は

、そ
の

部
下

とし
て

同
縣

に
勤

務
し

て
い

た
が

、昭
和

二
十

年
六

月
二

十
四

日
頃

、
豪

蘭
混

成
の

連
合

軍
が

テ
ル

ナ
ー

テ
島

に
上

陸
す

る
や

藤
田

司
令

は
、同

島
警

備
の

石
本

派
遣

隊
救

援
の

た
め

カ
ウ

所
在

の
陸

軍
側

と
折

渉
し

て
陸

軍
部

隊
よ

り
独

立
戦

闘
第

一
旅

団
第

五
大

隊
副

官
鳥

井
衛

大
尉

を
指

揮
官

と
す

る
独

立
大

隊
を

編
成

し
て

、藤
田

海
軍

警
備

隊
指

令
の

指
揮

下
に

隷
属

せ
し

め
て

、同
島

に
派

遣
す

る
こ

と
と

な
り

た
る

を
以

て
鳥

井
衛

は
大

隊
を

率
ひ

て
同

島
に

至
り

、石
本

派
遣

隊
を

統
合

指
揮

し
て

連
合

軍
と

交
戦

し
た

が
、ハ

ル
マ

ヘ
ラ

島
憲

兵
隊

に
所

属
す

る
清

水
忠

三
郎

、及
び

、嵩
申

亮
は

此
の

作
戦

間
鳥

井
大

隊
の

配
属

憲
兵

とし
て

勤
務

し
た

が
、同

人
等

は
此

の
作

戦
期

間
で

あ
る

昭
和

二
十

年
六

月
二

十
四

日
よ

り
同

二
十

年
八

月
十

五
日

に
至

る
間

に
於

て
約

三
百

名
の

島
民

を
ス

パ
イ

容
疑

を
以

て
逮

捕
取

調
の

上
、そ

の
主

な
る

者
十

七
名

を
藤

田
司

令
の

命
令

に
よ

り
、正

式
の

裁
判

に
附

せ
ず

処
刑

す
る

こ
と

と
な

り
、鳥

井
衛

、石
本

治
壬

は
、阪

上
勝

を
現

場
指

揮
官

とし
て

、馬
場

利
一

、小
谷

次
男

、■
■

■
■

、山
田

善
雄

、■
■

■
■

等
を

し
て

、同
島

に
於

て
不

法
処

刑
せ

し
め

た
が

、清
水

忠
三

郎
、嵩

申
亮

は
、此

の
間

、前
記

ス
パ

イ
容

疑
者

の
取

調
に

当
り

、蓮
香

六
郎

、■
■

■
■

、阿
部

唯
一

は
、そ

の
取

調
、及

び
、通

訳
等

に
当

り
て

、
清

水
等

の
取

調
に

協
力

し
た

が
、何

れ
も

そ
の

取
調

に
際

し
、被

逮
捕

者
に

対
し

、不
法

の
取

扱
、及

び
、虐

待
を

加
え

、亦
鳥

井
衛

は
、同

年
八

月
十

日
頃

、同
島

日
本

軍
慰

安
所

に
於

て
、イ

ンド
ネ

シ
ヤ

人
婦

女
を

強
姦

し
、更

に
、■

■
■

■
、小

谷
次

男
、馬

場
利

一
は

テ
ル

ナ
ー

テ
島

占
領

期
間

中
、単

独
、ま

た
は

、共
謀

し
て

島
民

に
暴

行
を

加
え

、ま
た

は
、そ

の
結

果
、死

に
至

らし
め

た
。

海
・

大
尉

島
根

石
本

治
壬

19
48

/0
1/

21
死

刑
15

海
・

少
尉

大
阪

阪
上

勝
19

48
/0

1/
21

20
5

海
・

兵
曹

長
兵

庫
馬

場
利

一
19

48
/0

1/
21

20
15

海
・

上
等

兵
曹

鳥
取

小
谷

次
男

19
48

/0
1/

21
死

刑
20

海
・

上
等

兵
曹

岐
阜

■
■

■
■

19
48

/0
1/

21
8

3

海
・

上
等

兵
曹

埼
玉

■
■

■
■

19
48

/0
1/

21
8

3

海
・

上
等

兵
曹

愛
知

■
■

■
■

19
48

/0
1/

21
20

5

海
・

二
等

兵
曹

愛
知

山
田

善
雄

19
48

/0
1/

21
8

3

海
・

軍
属

山
形

阿
部

唯
一

19
48

/0
1/

21
8

3
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裁 判 地

事 件 番 号
所

属
階

級
身

分
本

籍
氏

名
判

決
日

判
決

確
認

起
訴

理
由

概
要

8

南
方

軍
第

一
憲

兵
隊

プ
ノ

ン
ペ

ン
分

隊

少
佐

島
根

原
徹

郎
19

46
/1

1/
19

死
刑

死
刑

原
徹

郎
は

、仏
印

カ
ン

ボ
ジ

ア
・プ

ノ
ン

ペ
ン（

金
辺

）所
在

の
日

本
憲

兵
分

隊
長

に
し

て
、大

槻
富

夫
以

下
二

十
六

名
は

、同
分

隊
員

で
あ

る
が

、同
人

等
は

昭
和

二
十

年
三

月
よ

り
、同

年
八

月
に

至
る

間
プ

ノ
ン

ペ
ン

に
於

て
、原

徹
郎

は
、反

日
ま

た
は

ス
パ

イ
行

為
等

の
容

疑
を

以
て「

ペ
ロ

ン
」大

佐
、「

ポ
ン

ス
」軍

医
中

佐
、「

ヌ
ー

ピ
ル

」薬
剤

師
等

の
仏

国
軍

人
、及

び
、民

間
人

で
あ

る
仏

国
人

六
十

数
名

、並
に

、仏
国

の
保

護
下

に
あ

る
多

数
の

カ
ン

ボ
ジ

ア
人

、支
那

人
等

を
逮

捕
し

て
、同

憲
兵

分
隊

、探
偵

局
、プ

ノ
ン

ペ
ン

中
央

刑
務

所
等

に
不

法
監

禁
し

て
、原

地
人

の
一

般
犯

罪
者

と
雑

居
せ

し
め

て
充

分
な

る
食

糧
を

与
へ

ず
、且

極
め

て
非

衛
生

的
状

態
下

に
於

て
傷

病
者

に
対

し
、医

薬
品

の
給

与
ま

た
は

治
療

手
当

を
怠

り
、且

入
院

を
拒

否
す

る
等

の
不

当
の

取
扱

、及
び

、虐
待

を
加

へ
、亦

自
己

の
部

下
で

あ
る

大
槻

曹
長

等
が

被
拘

禁
者

の
取

調
に

当
り

、殴
打

、火
責

め
、水

責
め

等
の

惨
虐

な
る

拷
問

を
加

へ
て

、「
グ

ロ
ス

ピ
エ

ー
ル

」、「
シ

ャ
ベ

ー
ル

」等
を

死
亡

す
る

に
至

ら
し

め
た

外
、部

下
隊

員
が

集
団

し
て

、「
ヂ

ャ
カ

ル
デ

ィ
」少

佐
及

び「
ピ

ユ
ル

サ
ット

」理
事

官
邸

よ
り

食
糧

、商
品

、金
塊

、宝
石

、現
金

等
を

掠
奪

し
た

こ
と

は
、分

隊
長

とし
て

部
下

の
右

犯
罪

行
動

を
組

織
し

、且
黙

認
し

た
も

の
で

、共
犯

の
責

を
負

う
べ

き
で

あ
り

、館
岡

達
治

は
同

分
隊

長
副

官
兼

司
法

班
長

に
し

て
、そ

の
指

揮
下

に
十

名
の

取
調

官
を

有
し

て
仏

国
人

俘
虜「

フ
ォ

ー
ボ

ー
」、

及
び

、支
那

人
「

フ
ー

キ
エ

ン
」等

多
数

の
取

調
べ

に
当

り
、殴

打
等

の
拷

問
を

加
へ

て
前

記「
グ

ロ
ス

ピ
エ

ー
ル

」の
死

亡
に

寄
与

し
、大

槻
富

夫
は

、同
分

隊
に

於
て

、最
も

兇
悪

非
人

道
的

に
し

て
仏

人「
ビ

リ
ブ

リ
」大

尉
等

二
十

四
名

の
取

調
に

当
り

殴
打

ま
た

は
火

責
め

水
責

め
等

の
拷

問
を

加
へ

、花
村

善
之

は
、

同
分

隊
に

於
て

最
も

惨
忍

な
る

取
調

官
の

一
人

に
し

て
仏

国
民

事
局

行
政

官「
ア

ン
リ・

ボ
ノ

ー
」等

十
名

の
取

調
べ

に
当

り
、殴

打
水

責
め

等
の

拷
問

を
加

へ
、松

山
重

一
は

、多
数

の
支

那
人

を
逮

捕
し

て
不

法
拘

禁
し

、黒
柳

忠
勝

は
、仏

人
俘

虜「
ブ

ロ
シ

ュト
ン

」等
十

一
名

の
訊

問
に

当
り

、殴
打

水
責

め
等

の
拷

問
を

加
へ

、伊
藤

正
は

、館
岡

准
尉

の
命

に
よ

り
、多

数
の

仏
人

及
び

支
那

人
を

逮
捕

し
て

、そ
の

訊
問

に
当

り
、殴

打
水

責
め

等
の

拷
問

を
加

へ
、且

前
記「

ヂ
ャ

カ
ル

デ
ィ

」宅
よ

り
物

品
掠

奪
に

参
加

し
、国

島
久

亀
は

、プ
ノ

ン
ペ

ン
中

央
刑

務
所

監
視

長
に

し
て

、同
所

に
拘

禁
中

の
多

数
の

仏
人

に
対

し
、暴

行
を

加
へ

る
こ

と
を

部
下

に
命

じ
、且

傷
病

者
に

対
す

る
治

療
及

び
手

当
を

拒

曹
長

京
都

大
槻

富
夫

19
46

/1
1/

19
死

刑
死

刑

曹
長

岐
阜

花
村

善
之

19
46

/1
1/

19
死

刑
死

刑

軍
曹

長
野

黒
柳

忠
勝

19
46

/1
1/

19
無

期
無

期

兵
長

滋
賀

大
橋

善
太

郎
19

46
/1

1/
19

無
期

無
期

伍
長

宮
城

雫
石

隆
治

19
46

/1
1/

19
無

期
無

期

軍
曹

山
口

伊
藤

正
19

46
/1

1/
19

20
20

軍
曹

福
島

国
島

久
亀

19
46

/1
1/

19
20

20

軍
曹

富
山

島
沢

幸
吉

19
46

/1
1/

19
20

20

伍
長

宮
城

末永
助右

衛門
19

46
/1

1/
19

20
20

准
尉

宮
城

館岡
（改

■■
）達

治
19

46
/1

1/
19

15
15

兵
長

福
岡

久
保

壽
人

19
46

/1
1/

19
15

15

伍
長

宮
城

■
■

■
■

19
46

/1
1/

19
15

15

伍
長

石
川

川
合

九
也

19
46

/1
1/

19
15

15

伍
長

新
潟

■
■

■
■

19
46

/1
1/

19
10

10

仏
印

法
廷

の
性

暴
力

関
係

事
件

一
覧

独
立

戦
闘

第
一

旅
団

陸
・

大
尉

熊
本

鳥
井

衛
19

48
/0

1/
21

死
刑

20

第
八

野
戦

憲
兵

隊
ハ

ル
マ

ヘ
ラ

憲
兵

隊

憲
・

准
尉

栃
木

清
水（

改
姓

■
■

）
忠

三
郎

19
48

/0
1/

21
20

8

憲
・

軍
曹

秋
田

嵩
申

亮
19

48
/0

1/
21

3
1

海
軍

民
生

部
テ

ル
ナ

ー
テ

縣

海
・

司
政

官
、

監
理

官
鹿

児
島

蓮
香

六
郎

19
48

/0
1/

21
8

5

海
・

書
記

北
海

道
■

■
■

■
19

48
/0

1/
21

5
無

罪
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ＢＣ級戦犯裁判と性暴力（1）　──『戦争犯罪裁判概見表』を手がかりに

軍
曹

富
山

大
野（

改
■

■
）和

彦
19

46
/1

1/
19

10
10

否
し

て
虐

待
し

、島
沢

幸
吉

は
、仏

人「
レ

ア
オ・

ペ
ン

」等
二

名
に

殴
打

暴
行

を
加

へ
、且

仏
人「

グ
ロ

ン
ピ

エ
ー

ル
」夫

人
宅

よ
り

、物
品

を
掠

奪
し

た
上

、同
女

を
凌

虐
の

目
的

を
以

て
不

法
拘

禁
し

、大
野

和
彦

は
、同

分
隊

に
於

て
逮

捕
し

た
仏

軍
落

下
傘

部
隊「

デ
リ

ー
エ

ユ
」少

尉
を

縛
し

て
殴

打
足

蹴
り

等
の

暴
行

を
加

へ
、雫

石
隆

治
は

、仏
軍

俘
虜「

ポ
ン

ス
」軍

医
中

佐
等

を
杖

に
て

殴
打

し
て

傷
害

を
与

へ
、大

橋
善

太
郎

は
、仏

人「
チ

ェ
オ・

サ
リ

ー
」等

六
名

を
逮

捕
し

て
、そ

の
訊

問
に

当
り

、殴
打

拷
問

を
加

へ
、末

永
助

右
衛

門
は

、仏
人「

ゲ
イ

ヤ
ー

ル
」等

七
名

の
訊

問
に

当
り

、殴
打

暴
行

を
加

へ
て

虐
待

し
、■

■
■

■
は

、仏
軍

大
尉

の
取

調
に

当
り

、殴
打

火
責

め
水

責
め

等
の

拷
問

を
加

へ
、川

合
九

也
は

、仏
軍

俘
虜「

レ
ー

モ
ン・

フ
ォ

ー
ボ

ー
」少

尉
に

対
し

、殴
打

暴
行

を
加

へ
、■

■
■

■
は

、
プ

ノ
ン

ペ
ン

中
央

警
察

署
に

拘
留

中
の

多
数

の
仏

人
に

対
し

殴
打

暴
行

を
加

へ
、岡

村
幸

朔
は

、大
槻

曹
長

等
と

仏
人「

ラ
リ

ユ
ー

」の
訊

問
に

当
り

手
拳

に
て

殴
打

虐
待

し
、吉

田
四

郎
は

、大
槻

曹
長

等
と

仏
人「

サ
ッ

プ
・ル

ア
ン・

ホ
ア

ー
」の

訊
問

に
当

り
、殴

打
暴

行
を

加
へ

、久
保

壽
人

は
、同

分
隊

に
於

て
、監

禁
中

の
仏

人「
ア

ン
リ・

ボ
ノ

ー
」等

三
名

に
対

し
、殴

打
暴

行
を

加
へ

、浜
野

光
平

は
、同

分
隊

に
於

て
、仏

人「
サ

ブ
レ

オ
ン・

ホ
ア

ット
」に

殴
打

暴
行

を
加

へ
、■

■
■

■
は

、俘
虜

で
あ

る
仏

軍
落

下
傘

部
隊

員
に

殴
打

等
の

暴
行

を
加

へ
、■

■
■

■
は

、前
記「

ビ
ユ

ル
サ

ット
」理

事
官

邸
よ

り
金

塊
宝

石
そ

の
他

の
物

品
を

掠
奪

し
、■

■
■

■
は

、仏
人

行
政

官「
ジ

ャ
ッ

ク・
マ

リ
ー

」の
訊

問
に

当
り

拷
問

を
加

へ
て

同
人

を
入

院
す

る
に

至
らし

め
、■

■
■

■
は

、前
記「

マ
リ

ー
」の

取
調

に
参

加
し

て
殴

打
暴

行
を

加
へ

、西
正

太
郎（

逃
亡

中
）は

、前
記「

ポ
ン

ス
」軍

医
中

佐
等

八
名

に
対

し
殴

打
暴

行
を

加
へ

、鈴
木

作
治（

逃
亡

中
）は

、仏
軍

俘
虜「

ベ
ロ

ン
」大

佐
等

十
八

名
に

対
し

、殴
打

そ
の

他
の

拷
問

を
加

へ
て

前
記「

グ
ロ

ス
ピ

エ
ー

ル
」を

死
亡

す
る

に
至

らし
め

、■
■

■
■（

逃
亡

中
）は

、
仏

人「
チ

ョ
ル

ノ
」等

七
名

に
対

し
、殴

打
ま

た
は

水
責

め
火

責
め

等
の

拷
問

を
加

へ
て

虐
待

し
た

。

曹
長

長
野

松
山

重
一

19
46

/1
1/

19
5

5

伍
長

三
重

岡
村

幸
朔

19
46

/1
1/

19
5

5

兵
長

神
奈

川
浜

野
光

平
19

46
/1

1/
19

5
5

伍
長

福
島

吉
田

四
郎

19
46

/1
1/

19
5

5

曹
長

■
■

■
■

19
46

/1
1/

19
無

罪

軍
曹

■
■

■
■

19
46

/1
1/

19
無

罪

伍
長

■
■

■
■

19
46

/1
1/

19
無

罪

伍
長

■
■

■
■

19
46

/1
1/

19
無

罪

曹
長

北
海

道
西

正
太

郎
19

46
/1

1/
19

死
刑（

逃
亡

中
）

軍
曹

宮
城

鈴
木

作
治

19
46

/1
1/

19
死

刑（
逃

亡
中

）

伍
長

石
川

■
■

■
■

19
46

/1
1/

19
死

刑（
逃

亡
中

）

12

第
三

七
師

団
歩

兵
第

二
二

六
連

隊

大
尉

三
重

古
川

信
一

19
47

/0
2/

17
死

刑
死

刑

古
川

信
一

は
、歩

兵
第

二
二

六
連

隊
第

二
大

隊
第

六
中

隊
長

に
し

て
、□

坪
某（

逃
亡

中
）は

、同
中

隊
員

で
あ

る
が

、古
川

信
一

は
、昭

和
二

十
年

三
月

二
十

九
日

頃
、仏

印
東

京
高

地
シ

ン
パ

ン
附

近
に

於
て

間
諜

とし
て

使
用

し
て

い
た

仏
軍

俘
虜

将
校

三
名

中「
パ

ル
ク

」大
尉

、及
び「

ベ
ラ

リ
オ

」
中

尉
の

二
名

が
間

諜
とし

て
役

に
立

た
な

い
と

の
理

由
の

下
に

右
二

名
を

銃
殺

し
、古

川
信

一
、■

■
某

は
、同

年
三

月
十

五
日

頃
、共

謀
の

上
、前

記
東

京
高

地
フ

ァ
ン

ス
フ

イ
に

於
て

仏
人

仏
女「

デ
エ

ム
ー

ラ
ン

」、
及

び
同

女
の

妹「
ト

レ
ソ

ユ
イ

エ
」の

二
名

を
逮

捕
し

、「
デ

エ
ム

ー
ラ

ン
」を

強
姦

の
上

、同
女

の
三

百
比

弗
衣

服
等

を
窃

取
し

、且
部

下
等

が
右

二
名

を
強

姦
す

る
こ

と
を

黙
認

し
て

同
年

五
月

三
日

頃
、右

二
名

を
拳

銃
を

以
て

射
殺

し
、古

川
信

一
、■

■
某

は
、同

年
四

月
二

十
九

日
頃

、共
謀

の
上

、前
記

フ
ァ

ン
ス

フ
イ

附
近

に
於

て
、仏

軍
俘

虜
四

十
余

名
を

軍
刀

を
以

て
斬

首
殺

害
し

た
。

曹
長

宮
崎

■
■（

■
■

某
こ

と
）

■
■

19
47

/0
2/

17
死

刑（
逃

亡
中

）
無

罪

（
出

典
）	『

米
国

戦
争

犯
罪

裁
判

概
見

表
』

本
館

-4
B

-0
24

-0
0・

平
１

１
法

務
07

12
61

00
、『

英
国

戦
争

犯
罪

裁
判

概
見

表
』

本
館

-4
B

-0
24

-0
0・

平
１

１
法

務
07

12
81

00
、『

豪
洲

戦
争

犯
罪

裁
判

概
見

表
』

本
館

-4
B

-0
24

-0
0・

平
１

１
法

務
07

12
91

00
、『

和
蘭

戦
争

犯
罪

裁
判

概
見

表
』

本
館

-4
B

-0
24

-0
0・

平
１

１
法

務
07

13
01

00
、『

仏
国

戦
争

犯
罪

裁
判

概
見

表
』

本
館

-4
B

-0
24

-0
0・

平
１

１
法

務
07

13
41

00
、

い
ず

れ
も

国
立

公
文

書
館

所
蔵

。
（

注
１

）	「
強

か
ん

」「
強

制
的

売
春

の
た

め
の

婦
女

子
の

誘
拐

」
に

よ
っ

て
起

訴
さ

れ
た

裁
判

を
抽

出
し

た
。

そ
れ

以
外

の
性

暴
力

を
裁

い
て

い
る

場
合

は
、

収
録

し
て

い
な

い
。

（
注

２
）	

ひ
と

つ
の

裁
判

に
お

い
て

、「
強

か
ん

」「
強

制
的

売
春

の
た

め
の

婦
女

子
の

誘
拐

」
と

と
も

に
、

そ
れ

以
外

の
犯

罪
を

裁
い

て
い

る
場

合
が

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
こ

の
表

に
記

載
さ

れ
た

全
員

が
「

強
か

ん
」「

強
制

的
売

春
の

た
め

の
婦

女
子

の
誘

拐
」

に
よ

っ
て

起
訴

さ
れ

た
も

の
で

は
な

い
。

（
注

３
）	

国
立

公
文

書
館

に
お

い
て

公
開

さ
れ

て
い

な
い

氏
名

は
、「

■
■

■
■

」
と

表
記

し
た

。
（

注
４

）	
基

本
的

に
誤

字
、

脱
字

は
原

史
料

の
と

お
り

と
し

、
行

間
に

（
マ

マ
）

を
付

し
た

。
（

注
５

）	
原

史
料

で
も

判
読

で
き

な
い

も
の

は
□

と
し

た
。


